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環境保全措置 
 

環境保全措置の検討⽅法 
対象事業に係る環境影響評価を⾏うにあたっては、対象事業の実施による環境影響がない、

あるいは極めて⼩さいと判断される場合以外には、事業者により実⾏可能な範囲内で環境影

響をできる限り回避し、⼜は低減すること、必要に応じ損なわれる環境の有する価値を代償す

ること、当該環境影響に係る環境要素に関して国、県⼜は関係する市町が実施する環境の保全

に関する施策によって⽰されている基準⼜は⽬標の達成に努めることを⽬的として、環境保

全措置を検討した。 

 本事業に係る環境保全措置の実施主体は、事業者である NAA である。 
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⼤
気

質
 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

環
境

保
全

措
置

の
 

内
容

 
措

置
の

区
分

 
環

境
保

全
措

置
 

の
効

果
 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

 

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

建
設

機
械

の
稼

働
に

よ
る

窒
素

酸
化

物
及

び
浮

遊
粒

⼦
状

物
質

 

⼯
事

区
域

の
細

分
化

及
び

施
⼯

時
期

の
分

散
化

の
検

討
 

施
⼯

計
画

に
お

い
て

⼯
事

区
域

の
細

分
化

及
び

施
⼯

時
期

の
分

散
化

を
検

討
す

る
。

 
低

減
 

⼯
事

区
域

の
細

分
化

及
び

施
⼯

時
期

の
分

散
化

を
検

討
す

る
こ

と
に

よ
り

、
⼯

事
区

域
か

ら
発

⽣
す

る
⼆

酸
化

窒
素

及
び

浮
遊

粒
⼦

状
物

質
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
⼯

事
区

域
内

の
建

設
発

⽣
⼟

の
運

搬
⽅

法
等

の
検

討
 

施
⼯

計
画

に
お

い
て

⼯
事

区
域

内
で

発
⽣

し
た

建
設

発
⽣

⼟
の

運
搬

に
あ

た
り

排
出

ガ
ス

対
策

型
の

ダ
ン

プ
ト

ラ
ッ

ク
等

の
運

搬
⾞

両
の

使
⽤

に
努

め
る

こ
と

等
に

よ
り

、環
境

負
荷

の
少

な
い

運
搬

⽅
法

等
を

検
討

す
る

。

低
減

 

建
設

発
⽣

⼟
の

運
搬

を
よ

り
環

境
負

荷
の

少
な

い
⽅

法
と

す
る

こ
と

に
よ

り
、

⼆
酸

化
窒

素
及

び
浮

遊
粒

⼦
状

物
質

濃
度

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
排

出
ガ

ス
対

策
型

建
設

機
械

等
の

使
⽤

 

排
出

ガ
ス

対
策

型
が

普
及

し
て

い
る

建
設

機
械

等
に

つ
い

て
は

、原
則

こ
れ

を
使

⽤
す

る
。

 
低

減
 

排
出

ガ
ス

対
策

型
建

設
機

械
及

び
排

出
ガ

ス
対

策
型

の
ダ

ン
プ

ト
ラ

ッ
ク

等
の

運
搬

⾞
両

が
あ

る
場

合
に

は
こ

れ
を

使
⽤

す
る

こ
と

に
よ

り
、

⼆
酸

化
窒

素
及

び
浮

遊
粒

⼦
状

物
質

の
排

出
量

が
低

減
す

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
建

設
機

械
の

整
備

・
点

検
の

徹
底

の
促

進
 

建
設

機
械

の
整

備
不

良
に

よ
る

⼤
気

汚
染

物
質

の
発

⽣
を

防
⽌

す
る

た
め

、
整

備
・

点
検

の
徹

底
を

促
進

す
る

。

低
減

 
建

設
機

械
か

ら
の

⼆
酸

化
窒

素
及

び
浮

遊
粒

⼦
状

物
質

の
排

出
量

の
増

加
を

防
⽌

す
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A
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影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

環
境

保
全

措
置

の
 

内
容

 
措

置
の

区
分

 
環

境
保

全
措

置
 

の
効

果
 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

 

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

建
設

機
械

の
稼

働
に

よ
る

窒
素

酸
化

物
及

び
浮

遊
粒

⼦
状

物
質

 
⾼

濃
度

発
⽣

時
の

作
業

中
断

・
作

業
調

整
 

⼯
事

期
間

中
に

⼆
酸

化
窒

素
の

⾃
動

測
定

を
⾏

い
、

⾼
濃

度
発

⽣
時

に
は

⼯
事

も
し

く
は

負
荷

の
⾼

い
作

業
を

⼀
時

中
断

す
る

。
 

低
減

 

排
出

ガ
ス

の
発

⽣
を

停
⽌

も
し

く
は

削
減

す
る

こ
と

に
よ

り
、

環
境

中
の

⼆
酸

化
窒

素
及

び
浮

遊
粒

⼦
状

物
質

濃
度

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

 

×
：

⾼
濃

度
発

⽣
時

の
作

業
中

断
に

つ
い

て
は

、
実

施
さ

れ
た

事
例

が
少

な
く

、
環

境
中

の
⼤

気
汚

染
物

質
濃

度
の

1
時

間
値

の
低

減
効

果
に

不
確

実
性

が
あ

る
。

騒
⾳

・
振

動
の

低
減

に
つ

な
が

る
。

N
A

A
 

⼯
事

関
係

者
に

対
す

る
建

設
機

械
の

稼
働

⽅
法

の
指

導
 

ア
イ

ド
リ

ン
グ

ス
ト

ッ
プ

の
徹

底
や

空
ぶ

か
し

の
禁

⽌
、

建
設

機
械

に
過

剰
な

負
荷

を
か

け
な

い
よ

う
留

意
す

る
等

、
⼯

事
関

係
者

に
対

し
て

建
設

機
械

の
稼

働
⽅

法
の

指
導

を
⾏

う
。

低
減

 

不
要

な
運

転
を

避
け

る
こ

と
に

よ
り

、
⼆

酸
化

窒
素

及
び

浮
遊

粒
⼦

状
物

質
の

発
⽣

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

資
材

及
び

機
械

の
運

搬
に

⽤
い

る
⾞

両
の

運
⾏

に
よ

る
窒

素
酸

化
物

及
び

浮
遊

粒
⼦

状
物

質

排
出

ガ
ス

対
策

型
資

材
等

運
搬

⾞
両

の
使

⽤
の

促
進

 

排
出

ガ
ス

対
策

型
が

普
及

し
て

い
る

資
材

等
運

搬
⾞

両
に

つ
い

て
は

、
原

則
こ

れ
を

使
⽤

す
る

。
 

低
減

 

排
出

ガ
ス

対
策

型
資

材
等

運
搬

⾞
両

を
使

⽤
す

る
こ

と
に

よ
り

、
⼆

酸
化

窒
素

及
び

浮
遊

粒
⼦

状
物

質
の

排
出

量
が

低
減

す
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
資

材
等

運
搬

⾞
両

の
整

備
・

点
検

の
徹

底
の

促
進

資
材

等
運

搬
⾞

両
の

整
備

不
良

に
よ

る
⼤

気
汚

染
物

質
の

発
⽣

を
防

⽌
す

る
た

め
、

整
備

・
点

検
の

徹
底

を
促

進
す

る
。

低
減

 

資
材

等
運

搬
⾞

両
か

ら
の

⼆
酸

化
窒

素
及

び
浮

遊
粒

⼦
状

物
質

の
排

出
量

の
増

加
を

防
⽌

す
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

公
共

交
通

機
関

の
利

⽤
及

び
乗

合
通

勤
の

奨
励

 

⼯
事

関
係

者
に

対
し

可
能

な
限

り
公

共
交

通
機

関
の

利
⽤

及
び

乗
合

通
勤

を
奨

励
す

る
。

 
低

減
 

資
材

等
運

搬
⾞

両
の

う
ち

、
⼩

型
⾞

類
の

台
数

を
低

減
す

る
こ

と
に

よ
り

、
⼆

酸
化

窒
素

及
び

浮
遊

粒
⼦

状
物

質
の

発
⽣

抑
制

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A
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影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

環
境

保
全

措
置

の
 

内
容

 
措

置
の

区
分

 
環

境
保

全
措

置
 

の
効

果
 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

 

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

資
材

及
び

機
械

の
運

搬
に

⽤
い

る
⾞

両
の

運
⾏

に
よ

る
窒

素
酸

化
物

及
び

浮
遊

粒
⼦

状
物

質
 

⼯
事

関
係

者
に

対
す

る
資

材
等

運
搬

⾞
両

の
運

⾏
⽅

法
の

指
導

 

ア
イ

ド
リ

ン
グ

ス
ト

ッ
プ

の
徹

底
や

空
ぶ

か
し

の
禁

⽌
、

法
定

速
度

の
遵

守
や

⾞
両

に
過

剰
な

負
荷

を
か

け
な

い
よ

う
留

意
す

る
等

、
⼯

事
関

係
者

に
対

し
て

資
材

等
運

搬
⾞

両
の

運
⾏

⽅
法

の
指

導
を

⾏
う

。

低
減

 

⼯
事

関
係

者
に

対
し

て
資

材
等

運
搬

⾞
両

の
運

⾏
⽅

法
の

指
導

を
⾏

う
こ

と
に

よ
り

、
⼆

酸
化

窒
素

及
び

浮
遊

粒
⼦

状
物

質
の

排
出

量
が

低
減

す
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
主

要
な

幹
線

道
路

の
⾛

⾏
 

各
⼯

事
区

域
へ

の
出

⼊
は

、
幅

員
の

広
い

幹
線

道
路

に
で

き
る

限
り

集
中

さ
せ

、
幅

員
の

狭
い

県
道

、
⽣

活
道

路
へ

の
進

⼊
は

で
き

る
限

り
し

な
い

。
ま

た
、

⼯
事

⽤
⾞

両
⾛

⾏
補

助
ル

ー
ト

は
、

現
況

⾛
⾏

台
数

以
上

が
⾛

⾏
し

な
い

よ
う

配
慮

す
る

。
 

低
減

 

主
要

な
幹

線
道

路
を

⾛
⾏

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
県

道
、

⽣
活

道
路

、
⼯

事
⽤

⾞
両

⾛
⾏

補
助

ル
ー

ト
に

お
け

る
⼆

酸
化

窒
素

及
び

浮
遊

粒
⼦

状
物

質
の

発
⽣

抑
制

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
資

材
等

運
搬

⾞
両

の
⾛

⾏
台

数
の

削
減

 

⼯
事

区
域

内
で

稼
働

す
る

ダ
ン

プ
ト

ラ
ッ

ク
等

は
、

で
き

る
限

り
⼯

事
区

域
内

に
留

置
さ

せ
、

⼀
般

公
道

の
⾛

⾏
台

数
を

減
ら

す
。

 

低
減

 

資
材

等
運

搬
⾞

両
の

う
ち

、
⼀

般
公

道
を

⾛
⾏

す
る

⼤
型

⾞
の

台
数

を
削

減
す

る
こ

と
に

よ
り

、
⼆

酸
化

窒
素

及
び

浮
遊

粒
⼦

状
物

質
の

発
⽣

抑
制

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
⼯

事
⼯

程
等

の
管

理
及

び
配

⾞
計

画
の

検
討

 

資
材

等
運

搬
⾞

両
の

運
⾏

に
よ

る
環

境
影

響
を

よ
り

低
減

さ
せ

る
た

め
、

資
材

等
運

搬
⾞

両
が

集
中

し
な

い
よ

う
に

、
⼯

事
⼯

程
等

の
管

理
や

配
⾞

の
計

画
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

配
⾞

計
画

等
を

検
討

す
る

際
は

、
資

材
等

運
搬

⾞
両

の
運

⾏
時

間
が

通
勤

時
間

帯
等

の
混

雑
時

と
可

能
な

限
り

重
な

ら
な

い
よ

う
に

配
慮

す
る

低
減

 

資
材

等
運

搬
⾞

両
が

集
中

し
な

い
よ

う
に

⼯
事

⼯
程

等
の

管
理

や
配

⾞
計

画
を

⾏
う

こ
と

に
よ

り
、

⼆
酸

化
窒

素
及

び
浮

遊
粒

⼦
状

物
質

の
排

出
量

が
低

減
す

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

  



 

－ 11-5 － 

 ⾼濃度発⽣時の作業中断・作業調整のフロー図は図 11.2.1-1 に⽰すとおりである。⼆酸化窒

素⾃動計測器により通年測定を実施し、図 11.2.1-2 に⽰すテレメーターシステムを⽤いて、濃

度の状況を随時把握する。1 時間値が短期曝露指針値の下端値 0.10ppm を超えた場合は、予め

施⼯業者との間で取り決めておいた建設機械の台数を、作業調整として半減させ、上端値

0.20ppm を超えた場合は、予め取り決めておいた範囲で作業を中断する。その後、⼆酸化窒素

濃度が 0.10ppm 以下に低減した場合、作業を再開させる。 

 これらは現時点で考えられる案であり、より具体的な⽅法については施⼯段階に検討を⾏う。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11.2.1‐1 ⾼濃度発⽣時の作業中断・作業調整のフロー図 

⼆酸化窒素 ⾃動計測器の設置・常時監視 
集落の状況等を踏まえるとともに、具体的な施
⼯計画から建設機械等の台数を精査し、⾼濃度
の発⽣が想定される地点とする。 

⼯事実施 

作業調整 
（稼働機械数を半減）

原因の究明 
・施⼯機械の稼働状況の把握 
・周辺の NAA 常時監視測定局
の濃度の状況把握 など 

施⼯計画の⾒直し 

0.1ppm 
を超過（1 回⽬） 

0.2ppm を超過 ⼜は 
0.1ppm を超過（連続２回⽬） 

作業中断 

0.1ppm 未満に低減 

中断解除 

調整解除 
0.1ppm 未満に 
低減 

0.2ppm 
を超過 



 

－ 11-6 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11.2.1‐2 ⼆酸化窒素常時監視システムのイメージ図 

 

測定局 

測定局 

テレメータ 

親局 

測定 

データベース 

警報メール 

警報画⾯表⽰

インターネット 

もしくは電話回線 

記録

異常値
検出 

監視局 



  

－ 11-7 － 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

環
境

保
全

措
置

の
 

内
容

 
措

置
の

区
分

 
環

境
保

全
措

置
 

の
効

果
 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

 

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響
 

実
施

主
体

 

航
空

機
の

運
航

、
⾶

⾏
場

の
施

設
の

供
⽤

に
よ

る
窒

素
酸

化
物

及
び

浮
遊

粒
⼦

状
物

質
 

低
排

出
型

（
低

燃
費

型
）

機
材

の
運

航
促

進
 

成
⽥

航
空

機
騒

⾳
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
別

国
際

線
着

陸
料

⾦
制

度
の

継
続

に
よ

り
、

新
型

機
材

等
の

低
排

出
型

航
空

機
の

導
⼊

を
促

進
す

る
。

 

低
減

 

低
排

出
型

航
空

機
の

導
⼊

が
進

む
こ

と
に

よ
っ

て
、

航
空

機
の

運
航

に
よ

る
燃

料
使

⽤
量

が
低

減
し

、
⼆

酸
化

窒
素

及
び

浮
遊

粒
⼦

状
物

質
の

排
出

量
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
航

空
機

地
上

⾛
⾏

時
間

の
短

縮
 

効
率

的
な

施
設

整
備

や
⾶

⾏
場

の
運

⽤
⽅

法
の

検
討

に
よ

り
、

航
空

機
地

上
⾛

⾏
時

間
が

短
縮

さ
れ

る
よ

う
配

慮
す

る
。

 
低

減
 

航
空

機
地

上
⾛

⾏
時

間
が

短
縮

さ
れ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

航
空

機
の

運
航

に
よ

る
燃

料
使

⽤
量

が
低

減
し

、
⼆

酸
化

窒
素

及
び

浮
遊

粒
⼦

状
物

質
の

排
出

量
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

補
助

動
⼒

装
置

（
A

P
U

）
使

⽤
抑

制
及

び
地

上
動

⼒
施

設（
G

P
U

）の
使

⽤
促

進
 

原
則

す
べ

て
の

タ
ー

ミ
ナ

ル
ビ

ル
固

定
ス

ポ
ッ

ト
に

G
P

U
を

設
置

し
、

A
P

U
の

使
⽤

時
間

等
の

制
限

措
置

を
継

続
す

る
こ

と
で

、
G

P
U

の
使

⽤
を

促
進

す
る

。
ま

た
、

現
在

整
備

さ
れ

て
い

る
G

P
U

の
能

⼒
を

上
回

る
電

⼒
を

必
要

と
す

る
航

空
機

へ
の

対
応

と
し

て
、

G
P

U
の

能
⼒

増
強

を
推

進
す

る
。

G
P

U
の

使
⽤

率
の

⾼
い

航
空

会
社

名
を

公
表

す
る

。

低
減

 

A
P

U
の

使
⽤

抑
制

に
よ

り
、

⼆
酸

化
窒

素
及

び
浮

遊
粒

⼦
状

物
質

の
排

出
量

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

空
港

関
連

施
設

に
お

け
る

省
エ

ネ
の

促
進

 

熱
源

等
の

効
率

運
⽤

、
新

築
建

築
物

の
Z

E
B

化
（

ネ
ッ

ト
・

ゼ
ロ

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
ビ

ル
）

等
の

措
置

の
実

施
に

よ
り

、
空

港
関

連
施

設
に

お
け

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

使
⽤

量
の

削
減

を
図

る
。

低
減

 

中
央

冷
暖

房
所

の
燃

料
使

⽤
量

の
低

減
に

よ
り

、
⼆

酸
化

窒
素

及
び

浮
遊

粒
⼦

状
物

質
の

排
出

量
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

  
 



  

－ 11-8 － 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

環
境

保
全

措
置

の
 

内
容

 
措

置
の

区
分

 
環

境
保

全
措

置
 

の
効

果
 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

 

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響
 

実
施

主
体

 

航
空

機
の

運
航

、
⾶

⾏
場

の
施

設
の

供
⽤

に
よ

る
窒

素
酸

化
物

及
び

浮
遊

粒
⼦

状
物

質
 

低
公

害
⾞

の
導

⼊
促

進
 

空
港

関
連

⾞
両

か
ら

の
⼤

気
汚

染
物

質
の

排
出

量
を

抑
え

る
た

め
、

低
公

害
⾞

（
電

気
、

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

、
プ

ラ
グ

イ
ン

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

、
天

然
ガ

ス
、

燃
料

電
池

、
ク

リ
ー

ン
デ

ィ
ー

ゼ
ル

、
低

燃
費

・
低

排
出

ガ
ス

認
定

⾞
（

ガ
ソ

リ
ン

、
デ

ィ
ー

ゼ
ル

、
L

P
G

））
の

導
⼊

促
進

を
図

る
。

低
公

害
⾞

向
け

イ
ン

フ
ラ

（
電

気
⾃

動
⾞

⽤
の

急
速

充
電

器
、

燃
料

電
池

⾃
動

⾞
⽤

の
⽔

素
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
）

の
整

備
を

推
進

す
る

。

低
減

 

低
公

害
⾞

の
導

⼊
促

進
に

よ
り

、
⼆

酸
化

窒
素

及
び

浮
遊

粒
⼦

状
物

質
の

排
出

量
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

⾶
⾏

場
を

利
⽤

す
る

⾞
両

の
ア

ク
セ

ス
道

路
⾛

⾏
に

よ
る

窒
素

酸
化

物
及

び
浮

遊
粒

⼦
状

物
質

 

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

の
促

進

急
発

進
や

急
停

⾞
を

し
な

い
、

不
要

な
ア

イ
ド

リ
ン

グ
の

削
減

等
の

「
エ

コ
ド

ラ
イ

ブ
」

の
実

施
に

つ
い

て
、

成
⽥

国
際

空
港

エ
コ

・
エ

ア
ポ

ー
ト

推
進

協
議

会
と

連
携

し
て

空
港

利
⽤

者
へ

の
呼

び
か

け
を

⾏
う

。
ま

た
同

協
議

会
の

会
員

企
業

に
対

し
て

も
同

様
の

配
慮

の
実

施
を

呼
び

か
け

る
。

低
減

 

空
港

へ
の

ア
ク

セ
ス

⾞
両

に
由

来
す

る
⼆

酸
化

窒
素

及
び

浮
遊

粒
⼦

状
物

質
の

排
出

量
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

公
共

交
通

機
関

の
利

⽤
促

進
 

⾶
⾏

場
利

⽤
者

に
対

し
、

電
⾞

、
バ

ス
等

の
公

共
交

通
機

関
の

利
⽤

に
よ

る
来

港
を

、
広

告
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
等

を
通

し
て

呼
び

か
け

る
。

 

低
減

 

⾶
⾏

場
を

利
⽤

す
る

⾃
家

⽤
⾞

等
の

⾞
両

台
数

の
削

減
に

よ
り

、
⼆

酸
化

窒
素

及
び

浮
遊

粒
⼦

状
物

質
の

排
出

量
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

低
公

害
⾞

向
け

イ
ン

フ
ラ

整
備

の
推

進
に

よ
る

来
港

促
進

 

低
公

害
⾞

に
よ

る
来

港
を

促
進

す
る

た
め

、
低

公
害

⾞
向

け
イ

ン
フ

ラ
（

電
気

⾃
動

⾞
⽤

の
急

速
充

電
器

、
燃

料
電

池
⾃

動
⾞

⽤
の

⽔
素

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

）
の

整
備

を
推

進
す

る
。

 

低
減

 

低
公

害
⾞

向
け

の
イ

ン
フ

ラ
整

備
に

よ
り

、
低

公
害

⾞
の

導
⼊

が
促

進
さ

れ
、

⼆
酸

化
窒

素
及

び
浮

遊
粒

⼦
状

物
質

の
排

出
量

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
 



  

－ 11-9 － 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

環
境

保
全

措
置

の
 

内
容

 
措

置
の

区
分

 
環

境
保

全
措

置
 

の
効

果
 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

造
成

等
の

施
⼯

に
よ

る
⼀

時
的

な
影

響
及

び
建

設
機

械
の

稼
働

に
よ

る
粉

じ
ん

等
 

⼯
事

区
域

へ
の

散
⽔

 

施
⼯

範
囲

及
び

そ
の

周
辺

の
環

境
状

況
を

⽬
視

確
認

し
、

砂
ぼ

こ
り

が
⽴

つ
よ

う
な

強
⾵

が
吹

く
場

合
に

は
、

散
⽔

に
よ

り
⼟

壌
粒

⼦
の

巻
き

上
が

り
を

抑
制

す
る

。

低
減

 

⼟
壌

粒
⼦

の
巻

き
上

が
り

を
抑

制
す

る
こ

と
で

、
⾶

散
す

る
粉

じ
ん

量
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
仮

囲
い

の
設

置
 

⼯
事

区
域

の
境

界
付

近
に

仮
囲

い
（

⾼
さ

3
m

程
度

）
を

設
置

す
る

。
 

低
減

 

仮
囲

い
に

よ
り

粉
じ

ん
の

巻
き

上
が

り
が

抑
制

さ
れ

、
⾶

散
す

る
粉

じ
ん

量
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
造

成
⾯

の
早

期
緑

化
・

転
圧

 

造
成

し
た

法
⾯

に
は

種
⼦

吹
付

け
、

平
坦

⾯
は

転
圧

を
早

期
に

実
施

し
、

⼟
壌

粒
⼦

の
巻

き
上

が
り

を
抑

制
す

る
。

 
低

減
 

早
期

緑
化

・
転

圧
に

よ
り

裸
地

⾯
を

少
な

く
す

る
こ

と
で

、
⾶

散
す

る
粉

じ
ん

量
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

資
材

及
び

機
械

の
運

搬
に

⽤
い

る
⾞

両
の

運
⾏

に
よ

る
粉

じ
ん

等
 

タ
イ

ヤ
の

洗
浄

 
⼀

般
公

道
へ

の
ゲ

ー
ト

出
⼝

⼿
前

に
タ

イ
ヤ

洗
浄

設
備

を
設

置
し

、
タ

イ
ヤ

を
洗

浄
後

、
場

外
へ

出
場

す
る

。
 

低
減

 
タ

イ
ヤ

洗
浄

に
よ

り
、

道
路

沿
道

へ
⾶

散
す

る
粉

じ
ん

量
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
○

 
な

し
 

N
A

A
 

 

路
⾯

へ
の

散
⽔

・
清

掃
⼯

事
ゲ

ー
ト

付
近

の
路

⾯
へ

散
⽔

し
、

必
要

に
応

じ
て

清
掃

を
⾏

う
。

 
低

減
 

路
⾯

へ
の

散
⽔

及
び

清
掃

に
よ

り
、

道
路

沿
道

へ
⾶

散
す

る
粉

じ
ん

量
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

荷
台

の
シ

ー
ト

掛
け

 

⼀
般

公
道

へ
出

場
す

る
資

材
等

運
搬

⾞
両

の
う

ち
、

粉
じ

ん
等

⾶
散

の
お

そ
れ

が
あ

る
場

合
に

は
、

荷
台

の
シ

ー
ト

掛
け

を
⾏

う
。

低
減

 
シ

ー
ト

掛
け

に
よ

り
、

粉
じ

ん
等

の
⾶

散
防

⽌
が

⾒
込

ま
れ

る
。

 
○

 
な

し
 

N
A

A
 

    



  

－ 11-10 － 

騒
⾳

 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

環
境

保
全

措
置

の
 

内
容

 
措

置
の

区
分

 
環

境
保

全
措

置
 

の
効

果
 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

建
設

機
械

の
稼

働
⼯

事
区

域
の

細
分

化
及

び
施

⼯
時

期
の

分
散

化
の

検
討

 

施
⼯

計
画

に
お

い
て

⼯
事

区
域

の
細

分
化

及
び

施
⼯

時
期

の
分

散
化

を
検

討
す

る
。

 
低

減
 

⼯
事

区
域

の
細

分
化

及
び

施
⼯

時
期

の
分

散
化

を
検

討
す

る
こ

と
に

よ
り

、
施

⾏
区

域
か

ら
発

⽣
す

る
騒

⾳
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
⼯

事
区

域
内

の
建

設
発

⽣
⼟

の
運

搬
⽅

法
等

の
検

討
 

施
⼯

計
画

に
お

い
て

⼯
事

区
域

内
で

発
⽣

し
た

建
設

発
⽣

⼟
の

運
搬

⽅
法

等
を

検
討

す
る

。
 

低
減

 

建
設

発
⽣

⼟
の

運
搬

を
よ

り
環

境
負

荷
の

少
な

い
⽅

法
と

す
る

こ
と

に
よ

り
、

騒
⾳

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
低

騒
⾳

型
・

超
低

騒
⾳

型
建

設
機

械
の

使
⽤

 

低
騒

⾳
型

・
超

低
騒

⾳
型

が
普

及
し

て
い

る
建

設
機

械
に

つ
い

て
は

、
原

則
こ

れ
を

使
⽤

す
る

。
 

低
減

 

低
騒

⾳
型

・
超

低
騒

⾳
型

建
設

機
械

を
使

⽤
す

る
こ

と
に

よ
り

、
騒

⾳
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
建

設
機

械
の

整
備

・
点

検
の

徹
底

の
促

進
 

建
設

機
械

の
整

備
不

良
に

よ
る

騒
⾳

の
発

⽣
を

防
⽌

す
る

た
め

、
整

備
・

点
検

の
徹

底
を

促
進

す
る

。
低

減
 

建
設

機
械

か
ら

発
⽣

す
る

騒
⾳

の
増

加
を

防
⽌

す
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
⼯

事
関

係
者

に
対

す
る

建
設

機
械

の
稼

働
⽅

法
の

指
導

 

ア
イ

ド
リ

ン
グ

ス
ト

ッ
プ

の
徹

底
や

空
ぶ

か
し

の
禁

⽌
、

建
設

機
械

に
過

剰
な

負
荷

を
か

け
な

い
よ

う
留

意
す

る
等

、
⼯

事
関

係
者

に
対

し
て

建
設

機
械

の
稼

働
⽅

法
の

指
導

を
⾏

う
。

低
減

 
不

要
な

運
転

を
避

け
る

こ
と

に
よ

り
、

騒
⾳

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

 
○

 
な

し
 

N
A

A
 

 
仮

囲
い

の
設

置
 

⼯
事

区
域

の
境

界
付

近
に

仮
囲

い
（

⾼
さ

3
m

程
度

）
を

設
置

す
る

。
 

低
減

 
仮

囲
い

に
よ

り
、

減
⾳

効
果

が
⾒

込
ま

れ
、

騒
⾳

が
低

減
す

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

資
材

及
び

機
械

の
運

搬
に

⽤
い

る
⾞

両
の

運
⾏

 

資
材

等
運

搬
⾞

両
の

整
備

・
点

検
の

徹
底

の
促

進

資
材

等
運

搬
⾞

両
の

整
備

不
良

に
よ

る
騒

⾳
の

発
⽣

を
防

⽌
す

る
た

め
、

整
備

・
点

検
の

徹
底

を
促

進
す

る
。

低
減

 
資

材
等

運
搬

⾞
両

か
ら

発
⽣

す
る

騒
⾳

の
増

加
を

防
⽌

す
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

  
 



  

－ 11-11 － 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

 
環

境
保

全
措

置
の

 
内

容
 

措
置

の
区

分
 

環
境

保
全

措
置

 
の

効
果

 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響
 

実
施

主
体

 

資
材

及
び

機
械

の
運

搬
に

⽤
い

る
⾞

両
の

運
⾏

 

公
共

交
通

機
関

の
利

⽤
及

び
乗

合
通

勤
の

奨
励

 

⼯
事

関
係

者
に

対
し

可
能

な
限

り
公

共
交

通
機

関
の

利
⽤

及
び

乗
合

通
勤

を
奨

励
す

る
。

 
低

減
 

資
材

等
運

搬
⾞

両
の

う
ち

、
⼩

型
⾞

類
の

台
数

を
低

減
す

る
こ

と
に

よ
り

、
騒

⾳
の

発
⽣

抑
制

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

⼯
事

関
係

者
に

対
す

る
資

材
等

運
搬

⾞
両

の
運

⾏
⽅

法
の

指
導

 

ア
イ

ド
リ

ン
グ

ス
ト

ッ
プ

の
徹

底
や

空
ぶ

か
し

の
禁

⽌
、

法
定

速
度

の
遵

守
や

⾞
両

に
過

剰
な

負
荷

を
か

け
な

い
よ

う
留

意
す

る
等

、
⼯

事
関

係
者

に
対

し
て

資
材

等
運

搬
⾞

両
の

運
⾏

⽅
法

の
指

導
を

⾏
う

。

低
減

 

⼯
事

関
係

者
に

対
し

て
資

材
等

運
搬

⾞
両

の
運

⾏
⽅

法
の

指
導

を
⾏

う
こ

と
に

よ
り

、
騒

⾳
の

発
⽣

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
主

要
な

幹
線

道
路

の
⾛

⾏
 

各
⼯

事
区

域
へ

の
出

⼊
は

、
幅

員
の

広
い

幹
線

道
路

に
で

き
る

限
り

集
中

さ
せ

、
幅

員
の

狭
い

県
道

、
⽣

活
道

路
へ

の
進

⼊
は

で
き

る
限

り
し

な
い

。
ま

た
、

⼯
事

⽤
⾞

両
⾛

⾏
補

助
ル

ー
ト

は
、

現
況

⾛
⾏

台
数

以
上

が
⾛

⾏
し

な
い

よ
う

配
慮

す
る

。

低
減

 

主
要

な
幹

線
道

路
を

⾛
⾏

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
県

道
、

⽣
活

道
路

、
⼯

事
⽤

⾞
両

⾛
⾏

補
助

ル
ー

ト
に

お
け

る
騒

⾳
の

発
⽣

抑
制

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
資

材
等

運
搬

⾞
両

の
⾛

⾏
台

数
の

削
減

 

⼯
事

区
域

内
で

稼
働

す
る

ダ
ン

プ
ト

ラ
ッ

ク
等

は
、

で
き

る
限

り
⼯

事
区

域
内

に
留

置
さ

せ
、

⼀
般

公
道

の
⾛

⾏
台

数
を

減
ら

す
。

 
低

減
 

資
材

等
運

搬
⾞

両
の

う
ち

、
⼀

般
公

道
を

⾛
⾏

す
る

⼤
型

⾞
の

台
数

を
削

減
す

る
こ

と
に

よ
り

、
騒

⾳
の

発
⽣

抑
制

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
⼯

事
⼯

程
等

の
管

理
及

び
配

⾞
計

画
の

検
討

 

資
材

等
運

搬
⾞

両
の

運
⾏

に
よ

る
環

境
影

響
を

よ
り

低
減

さ
せ

る
た

め
、

資
材

等
運

搬
⾞

両
が

集
中

し
な

い
よ

う
に

、
⼯

事
⼯

程
等

の
管

理
や

配
⾞

の
計

画
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

配
⾞

計
画

等
を

検
討

す
る

際
は

、
資

材
等

運
搬

⾞
両

の
運

⾏
時

間
が

通
勤

時
間

帯
等

の
混

雑
時

と
可

能
な

限
り

重
な

ら
な

い
よ

う
に

配
慮

す
る

。

低
減

 

資
材

等
運

搬
⾞

両
が

集
中

し
な

い
よ

う
に

⼯
事

⼯
程

等
の

管
理

や
配

⾞
計

画
を

⾏
う

こ
と

に
よ

り
、

騒
⾳

の
発

⽣
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

⾶
⾏

場
を

利
⽤

す
る

⾞
両

の
ア

ク
セ

ス
道

路
⾛

⾏
 

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

の
促

進
 

急
発

進
や

急
停

⾞
を

し
な

い
、不

要
な

ア
イ

ド
リ

ン
グ

の
削

減
等

の
「

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

」
の

実
施

に
つ

い
て

、
成

⽥
国

際
空

港
エ

コ
・

エ
ア

ポ
ー

ト
推

進
協

議
会

と
連

携
し

て
空

港
利

⽤
者

へ
の

呼
び

か
け

を
⾏

う
。ま

た
同

協
議

会
の

会
員

企
業

に
対

し
て

も
同

様
の

配
慮

の
実

施
を

呼
び

か
け

る
。

低
減

 
空

港
へ

の
ア

ク
セ

ス
⾞

両
に

由
来

す
る

騒
⾳

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

 
○

 
な

し
 

N
A

A
 

 
公

共
交

通
機

関
の

利
⽤

促
進

 

⾶
⾏

場
利

⽤
者

に
対

し
、

電
⾞

、
バ

ス
等

の
公

共
交

通
機

関
の

利
⽤

に
よ

る
来

港
を

、
広

告
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
等

を
通

じ
て

呼
び

か
け

る
。

低
減

 
⾶

⾏
場

を
利

⽤
す

る
⾃

家
⽤

⾞
等

の
⾞

両
台

数
の

削
減

に
よ

り
、

騒
⾳

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 



  

－ 11-12 － 

 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

環
境

保
全

措
置

の
 

内
容

 
措

置
の

区
分

 
環

境
保

全
措

置
 

の
効

果
 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

航
空

機
の

運
航

 
低

騒
⾳

型
航

空
機

の
導

⼊
促

進
 

成
⽥

航
空

機
騒

⾳
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
別

国
際

線
着

陸
料

⾦
制

度
の

継
続

に
よ

り
、

新
型

機
材

等
の

低
騒

⾳
型

航
空

機
の

導
⼊

を
促

進
す

る
。

低
減

 

低
騒

⾳
型

航
空

機
の

導
⼊

が
進

む
こ

と
に

よ
っ

て
、

発
⽣

源
対

策
と

し
て

航
空

機
騒

⾳
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
⾶

⾏
コ

ー
ス

幅
（

監
視

区
域

）
の

設
定

と
監

視

利
根

川
か

ら
九

⼗
九

⾥
浜

ま
で

の
直

進
上

昇
・

降
下

部
分

に
⾶

⾏
コ

ー
ス

幅
（

監
視

区
域

）
を

設
定

し
、

逸
脱

し
た

航
空

機
が

な
い

か
監

視
す

る
。

天
候

や
安

全
確

保
等

の
合

理
的

理
由

が
な

く
逸

脱
し

た
航

空
機

が
あ

っ
た

場
合

は
、

便
名

や
理

由
を

公
開

し
、

国
⼟

交
通

省
か

ら
航

空
会

社
に

対
し

必
要

に
応

じ
て

指
導

を
⾏

う
。

低
減

 

⾶
⾏

コ
ー

ス
幅

を
限

定
す

る
こ

と
で

、
航

空
機

騒
⾳

の
影

響
範

囲
を

広
域

に
拡

散
さ

せ
ず

、
集

中
的

に
騒

⾳
対

策
を

講
じ

る
こ

と
で

、
航

空
機

騒
⾳

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

騒
⾳

軽
減

運
航

⽅
式

の
継

続
 

騒
⾳

の
軽

減
を

図
る

運
航

⽅
式

で
あ

る
、

離
陸

時
の

急
上

昇
⽅

式
、

着
陸

時
の

デ
ィ

レ
イ

ド
・

フ
ラ

ッ
プ

進
⼊

⽅
式

及
び

低
フ

ラ
ッ

プ
⾓

着
陸

⽅
式

を
、

将
来

に
お

い
て

も
継

続
し

て
採

り
い

れ
る

。

低
減

 

騒
⾳

軽
減

運
航

⽅
式

の
継

続
に

よ
り

、
発

⽣
源

対
策

と
し

て
航

空
機

騒
⾳

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

ス
ラ

イ
ド

運
⽤

の
導

⼊
 

滑
⾛

路
別

に
異

な
る

運
⽤

時
間

を
採

⽤
す

る
。騒

⾳
影

響
平

準
化

の
た

め
、

運
⽤

時
間

は
輪

番
制

と
す

る
。

 
低

減
 

各
⾶

⾏
経

路
下

で
7

時
間

の
静

穏
時

間
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
、

航
空

機
騒

⾳
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

夜
間

早
朝

に
お

け
る

運
航

機
材

の
制

限
 

運
⽤

時
間

を
拡

⼤
す

る
こ

と
と

な
る

5
時

台
及

び
2

3
時

以
降

の
時

間
帯

に
運

航
す

る
航

空
機

に
つ

い
て

は
、

低
騒

⾳
型

航
空

機
に

限
定

す
る

。
 

低
減

 

特
に

睡
眠

等
へ

の
影

響
が

⼤
き

い
夜

間
早

朝
に

お
い

て
、

発
⽣

源
対

策
と

し
て

航
空

機
騒

⾳
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

    
 



  

－ 11-13 － 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

環
境

保
全

措
置

の
 

内
容

 
措

置
の

区
分

 
環

境
保

全
措

置
 

の
効

果
 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

航
空

機
の

運
航

 

補
助

動
⼒

装
置

（
A

P
U

）
使

⽤
抑

制
及

び
地

上
動

⼒
施

設
（

G
P

U
）

の
使

⽤
促

進
 

原
則

す
べ

て
の

タ
ー

ミ
ナ

ル
ビ

ル
固

定
ス

ポ
ッ

ト
に

G
P

U
を

設
置

し
、

A
P

U
の

使
⽤

時
間

等
の

制
限

措
置

を
継

続
す

る
こ

と
で

、
G

P
U

の
使

⽤
を

促
進

す
る

。
ま

た
、

現
在

整
備

さ
れ

て
い

る
G

P
U

の
能

⼒
を

を
上

回
る

電
⼒

を
必

要
と

す
る

航
空

機
へ

の
対

応
と

し
て

、
G

P
U

の
能

⼒
増

強
を

推
進

す
る

。
G

P
U

の
使

⽤
率

の
⾼

い
航

空
会

社
名

を
公

表
す

る
。

低
減

 

A
P

U
の

使
⽤

抑
制

及
び

G
P

U
の

使
⽤

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
航

空
機

騒
⾳

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
エ

ン
ジ

ン
試

運
転

対
策

将
来

の
エ

ン
ジ

ン
試

運
転

に
あ

た
っ

て
は

、
N

R
H

(ノ
イ

ズ
リ

ダ
ク

シ
ョ

ン
ハ

ン
ガ

ー
）

を
可

能
な

限
り

使
⽤

す
る

。
低

減
 

エ
ン

ジ
ン

試
運

転
対

策
に

よ
り

、
航

空
機

騒
⾳

の
発

⽣
を

低
減

す
る

。
○

 
な

し
 

N
A

A
 

 
防

⾳
壁

等
の

設
置

 
防

⾳
壁

等
に

よ
り

地
上

騒
⾳

を
減

衰
さ

せ
る

こ
と

で
、

空
港

周
辺

の
騒

⾳
を

低
減

す
る

。
低

減
 

防
⾳

壁
等

の
設

置
に

よ
り

、
航

空
機

騒
⾳

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
住

宅
の

防
⾳

⼯
事

助
成

の
実

施
 

今
後

、
騒

⾳
影

響
範

囲
の

拡
⼤

に
応

じ
た

騒
防

法
の

区
域

指
定

の
⾒

直
し

を
踏

ま
え

、
対

象
と

な
る

住
宅

へ
の

助
成

を
⾏

う
。

ま
た

、
防

⾳
⼯

事
の

施
⼯

内
容

に
つ

い
て

、
市

販
防

⾳
サ

ッ
シ

及
び

ペ
ア

ガ
ラ

ス
に

対
す

る
助

成
、

世
帯

の
⼈

数
に

よ
る

限
度

額
等

の
柔

軟
化

、
浴

室
・

洗
⾯

所
・

ト
イ

レ
の

外
郭

防
⾳

化
等

、
従

来
よ

り
内

容
の

改
善

を
図

る
こ

と
を

検
討

す
る

。

低
減

 
受

⾳
点

対
策

と
し

て
、

航
空

機
騒

⾳
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
学

校
、

共
同

利
⽤

施
設

の
防

⾳
⼯

事
助

成
の

実
施

 

今
後

、
騒

⾳
影

響
範

囲
の

拡
⼤

に
応

じ
た

騒
防

法
の

区
域

指
定

の
⾒

直
し

を
踏

ま
え

、
対

象
と

な
る

施
設

（
学

校
、

保
育

所
、

幼
稚

園
、

病
院

、
乳

児
院

、
特

別
養

護
⽼

⼈
ホ

ー
ム

等
の

施
設

や
市

町
の

共
同

利
⽤

施
設

）
へ

の
助

成
を

⾏
う

。

低
減

 
受

⾳
点

対
策

と
し

て
、

航
空

機
騒

⾳
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 



  

－ 11-14 － 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

環
境

保
全

措
置

の
 

内
容

 
措

置
の

区
分

 
環

境
保

全
措

置
 

の
効

果
 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

航
空

機
の

運
航

 
移

転
補

償
の

実
施

 

今
後

、
騒

⾳
影

響
範

囲
の

拡
⼤

に
応

じ
た

騒
特

法
の

地
区

指
定

等
の

⾒
直

し
を

踏
ま

え
、

対
象

と
な

る
住

宅
へ

の
移

転
補

償
を

⾏
う

。

低
減

 
移

転
に

よ
り

航
空

機
騒

⾳
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

内
窓

等
の

追
加

防
⾳

⼯
事

の
充

実
 

寝
室

で
あ

れ
ば

現
に

居
住

す
る

家
族

の
⼈

数
分

の
部

屋
に

対
し

内
窓

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

内
窓

設
置

の
効

果
を

最
⼤

限
発

揮
さ

せ
る

た
め

、
壁

・
天

井
の

防
⾳

⼯
事

が
⾏

わ
れ

て
い

な
い

場
合

に
は

、
⼀

定
の

限
度

額
の

範
囲

内
で

、
壁

・
天

井
の

防
⾳

⼯
事

を
⾏

う
。

A
滑

⾛
路

側
に

つ
い

て
は

、
当

⾯
の

⾶
⾏

制
限

の
緩

和
を

踏
ま

え
、

内
窓

等
の

追
加

防
⾳

⼯
事

を
先

⾏
的

か
つ

集
中

的
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
⽣

活
環

境
保

全
の

観
点

か
ら

、
現

状
の

対
策

区
域

（
横

⾵
⽤

滑
⾛

路
を

前
提

と
し

た
区

域
を

除
く

）
を

維
持

す
る

。

低
減

 
受

⾳
点

対
策

と
し

て
、

航
空

機
騒

⾳
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

⾶
⾏

場
の

施
設

の
供

⽤
 

空
港

内
⾞

両
の

制
限

速
度

の
遵

守
 

航
空

会
社

等
を

通
じ

て
、

空
港

内
⾞

両
の

制
限

速
度

の
遵

守
を

周
知

す
る

。
 

低
減

 
空

港
内

⾞
両

の
制

限
速

度
の

遵
守

に
よ

り
、

騒
⾳

の
発

⽣
を

低
減

す
る

。
○

 
な

し
 

N
A

A
 

 
防

⾳
壁

等
の

設
置

 
防

⾳
壁

等
に

よ
り

地
上

騒
⾳

を
減

衰
さ

せ
る

こ
と

で
、

空
港

周
辺

の
騒

⾳
を

低
減

す
る

。
 

低
減

 
防

⾳
壁

等
の

設
置

に
よ

り
、

空
港

周
辺

の
騒

⾳
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
G

S
E

⾞
両

の
整

備
・

点
検

の
徹

底
の

要
請

 

G
S

E
⾞

両
の

整
備

不
良

に
よ

る
騒

⾳
の

発
⽣

を
防

⽌
す

る
た

め
、

航
空

会
社

等
を

通
じ

て
整

備
・

点
検

の
徹

底
を

要
請

す
る

。

低
減

 
整

備
不

良
に

よ
る

G
S

E
⾞

両
か

ら
の

騒
⾳

の
発

⽣
防

⽌
が

⾒
込

ま
れ

る
。

 
○

 
な

し
 

N
A

A
 

 

G
S

E
⾞

両
運

転
者

に
対

す
る

G
S

E
⾞

両
の

運
⾏

⽅
法

の
教

育
・

指
導

の
要

請
 

ア
イ

ド
リ

ン
グ

ス
ト

ッ
プ

の
徹

底
や

空
ぶ

か
し

の
禁

⽌
、

制
限

速
度

の
遵

守
や

G
S

E
⾞

両
に

過
剰

な
負

荷
を

か
け

な
い

よ
う

留
意

す
る

等
、

航
空

会
社

等
を

通
じ

て
G

S
E

⾞
両

運
転

者
に

対
し

て
必

要
な

教
育

・
指

導
を

要
請

す
る

。

低
減

 

G
S

E
⾞

両
運

転
者

に
対

す
る

G
S

E
⾞

両
の

運
⾏

⽅
法

の
教

育
・

指
導

に
よ

り
、

騒
⾳

の
発

⽣
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 



  

－ 11-15 － 

低
周

波
⾳

 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

環
境

保
全

措
置

の
 

内
容

 
措

置
の

区
分

 
環

境
保

全
措

置
 

の
効

果
 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

航
空

機
の

運
航

 
低

騒
⾳

型
航

空
機

の
導

⼊
促

進
 

成
⽥

航
空

機
騒

⾳
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
別

国
際

線
着

陸
料

⾦
制

度
の

継
続

に
よ

り
、

新
型

機
材

等
の

低
騒

⾳
型

航
空

機
の

導
⼊

を
促

進
す

る
。

低
減

 

低
騒

⾳
型

航
空

機
の

導
⼊

が
進

む
こ

と
に

よ
っ

て
、

発
⽣

源
対

策
と

し
て

低
周

波
⾳

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

騒
⾳

軽
減

運
航

⽅
式

の
継

続
 

騒
⾳

軽
減

運
航

⽅
式

で
あ

る
、

離
陸

時
の

急
上

昇
⽅

式
、

着
陸

時
の

デ
ィ

レ
イ

ド
・

フ
ラ

ッ
プ

進
⼊

⽅
式

及
び

低
フ

ラ
ッ

プ
⾓

着
陸

⽅
式

を
、

将
来

に
お

い
て

も
継

続
し

て
採

り
い

れ
る

。

低
減

 

騒
⾳

軽
減

運
航

⽅
式

の
継

続
に

よ
り

、
発

⽣
源

対
策

と
し

て
低

周
波

⾳
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

建
物

の
が

た
つ

き
防

⽌
対

策
の

検
討

 

防
⾳

⼯
事

実
施

済
み

住
宅

に
お

い
て

、
航

空
機

の
離

発
着

に
伴

い
「

障
⼦

・
襖

」
が

振
動

（
が

た
つ

き
）

す
る

現
象

に
対

し
、

そ
の

現
象

の
軽

減
の

た
め

、
過

去
に

住
宅

の
が

た
つ

き
防

⽌
等

へ
の

助
成

制
度

を
設

け
た

こ
と

が
あ

る
が

、
申

請
が

1
件

も
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
そ

の
制

度
が

取
り

⽌
め

に
な

っ
た

経
緯

が
あ

る
。

今
後

の
状

況
に

応
じ

、
再

度
そ

の
助

成
制

度
が

取
れ

る
か

関
係

者
を

交
え

て
検

討
す

る
。

低
減

 

航
空

機
の

離
発

着
に

伴
い

「
障

⼦
・

襖
」

が
振

動
（

が
た

つ
き

）
す

る
現

象
に

対
し

、
そ

の
現

象
の

軽
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

         



  

－ 11-16 － 

振
動

 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

環
境

保
全

措
置

の
 

内
容

 
措

置
の

区
分

 
環

境
保

全
措

置
 

の
効

果
 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

建
設

機
械

の
稼

働
 

⼯
事

区
域

の
細

分
化

及
び

施
⼯

時
期

の
分

散
化

の
検

討
 

施
⼯

計
画

に
お

い
て

⼯
事

区
域

の
細

分
化

及
び

施
⼯

時
期

の
分

散
化

を
検

討
す

る
。

低
減

 

⼯
事

区
域

の
細

分
化

及
び

施
⼯

時
期

の
分

散
化

を
検

討
す

る
こ

と
に

よ
り

、
施

⾏
区

域
か

ら
発

⽣
す

る
振

動
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
⼯

事
区

域
内

の
建

設
発

⽣
⼟

の
運

搬
⽅

法
等

の
検

討
 

施
⼯

計
画

に
お

い
て

⼯
事

区
域

内
で

発
⽣

し
た

建
設

発
⽣

⼟
の

運
搬

⽅
法

等
を

検
討

す
る

。
 

低
減

 

建
設

発
⽣

⼟
の

運
搬

を
よ

り
環

境
負

荷
の

少
な

い
⽅

法
と

す
る

こ
と

に
よ

り
、

振
動

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
低

振
動

型
建

設
機

械
の

使
⽤

 
低

振
動

型
が

普
及

し
て

い
る

建
設

機
械

に
つ

い
て

は
、

原
則

こ
れ

を
使

⽤
す

る
。

 
低

減
 

低
振

動
型

建
設

機
械

を
使

⽤
す

る
こ

と
に

よ
り

、
振

動
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
○

 
な

し
 

N
A

A
 

 
建

設
機

械
の

整
備

・
点

検
の

徹
底

の
促

進
 

建
設

機
械

の
整

備
不

良
に

よ
る

振
動

の
発

⽣
を

防
⽌

す
る

た
め

、
整

備
・

点
検

の
徹

底
を

促
進

す
る

。
低

減
 

建
設

機
械

か
ら

発
⽣

す
る

振
動

の
増

加
を

防
⽌

す
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
⼯

事
関

係
者

に
対

す
る

建
設

機
械

の
稼

働
⽅

法
の

指
導

 

ア
イ

ド
リ

ン
グ

ス
ト

ッ
プ

の
徹

底
や

空
ぶ

か
し

の
禁

⽌
、

建
設

機
械

に
過

剰
な

負
荷

を
か

け
な

い
よ

う
留

意
す

る
等

、
⼯

事
関

係
者

に
対

し
て

建
設

機
械

の
稼

働
⽅

法
の

指
導

を
⾏

う
。

低
減

 
不

要
な

運
転

を
避

け
る

こ
と

に
よ

り
、

振
動

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

 
○

 
な

し
 

N
A

A
 

資
材

及
び

機
械

の
運

搬
に

⽤
い

る
⾞

両
の

運
⾏

 

資
材

等
運

搬
⾞

両
の

整
備

・
点

検
の

徹
底

の
促

進

資
材

等
運

搬
⾞

両
の

整
備

不
良

に
よ

る
振

動
の

発
⽣

を
防

⽌
す

る
た

め
、

整
備

・
点

検
の

徹
底

を
促

進
す

る
。

低
減

 
資

材
等

運
搬

⾞
両

か
ら

発
⽣

す
る

振
動

の
増

加
を

防
⽌

す
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
公

共
交

通
機

関
の

利
⽤

及
び

乗
合

通
勤

の
奨

励

⼯
事

関
係

者
に

対
し

可
能

な
限

り
公

共
交

通
機

関
の

利
⽤

及
び

乗
合

通
勤

を
奨

励
す

る
。

 
低

減
 

資
材

等
運

搬
⾞

両
の

う
ち

、
⼩

型
⾞

類
の

台
数

を
低

減
す

る
こ

と
に

よ
り

、
振

動
の

発
⽣

抑
制

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A
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影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

 
環

境
保

全
措

置
の

 
内

容
 

措
置

の
区 分
 

環
境

保
全

措
置

 
の

効
果

 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

 

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

資
材

及
び

機
械

の
運

搬
に

⽤
い

る
⾞

両
の

運
⾏

 

⼯
事

関
係

者
に

対
す

る
資

材
等

運
搬

⾞
両

の
運

⾏
⽅

法
の

指
導

 

ア
イ

ド
リ

ン
グ

ス
ト

ッ
プ

の
徹

底
や

空
ぶ

か
し

の
禁

⽌
、

法
定

速
度

の
遵

守
や

⾞
両

に
過

剰
な

負
荷

を
か

け
な

い
よ

う
留

意
す

る
等

、
⼯

事
関

係
者

に
対

し
て

資
材

等
運

搬
⾞

両
の

運
⾏

⽅
法

の
指

導
を

⾏
う

。

低
減

 

⼯
事

関
係

者
に

対
し

て
資

材
等

運
搬

⾞
両

の
運

⾏
⽅

法
の

指
導

を
⾏

う
こ

と
に

よ
り

、
振

動
の

発
⽣

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
主

要
な

幹
線

道
路

の
⾛

⾏
 

各
⼯

事
区

域
へ

の
出

⼊
は

、
幅

員
の

広
い

幹
線

道
路

に
で

き
る

限
り

集
中

さ
せ

、
幅

員
の

狭
い

県
道

、
⽣

活
道

路
へ

の
進

⼊
は

で
き

る
限

り
し

な
い

。
ま

た
、

⼯
事

⽤
⾞

両
⾛

⾏
補

助
ル

ー
ト

は
、

現
況

⾛
⾏

台
数

以
上

が
⾛

⾏
し

な
い

よ
う

配
慮

す
る

。

低
減

 

主
要

な
幹

線
道

路
を

⾛
⾏

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
県

道
、

⽣
活

道
路

、
⼯

事
⽤

⾞
両

⾛
⾏

補
助

ル
ー

ト
に

お
け

る
振

動
の

発
⽣

抑
制

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
資

材
等

運
搬

⾞
両

の
⾛

⾏
台

数
の

削
減

 

⼯
事

区
域

内
で

稼
働

す
る

ダ
ン

プ
ト

ラ
ッ

ク
等

は
、

で
き

る
限

り
⼯

事
区

域
内

に
留

置
さ

せ
、

⼀
般

公
道

の
⾛

⾏
台

数
を

減
ら

す
。

 
低

減
 

資
材

等
運

搬
⾞

両
の

う
ち

、
⼀

般
公

道
を

⾛
⾏

す
る

⼤
型

⾞
の

台
数

を
削

減
す

る
こ

と
に

よ
り

、
振

動
の

発
⽣

抑
制

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
⼯

事
⼯

程
等

の
管

理
及

び
配

⾞
計

画
の

検
討

 

資
材

等
運

搬
⾞

両
の

運
⾏

に
よ

る
環

境
影

響
を

よ
り

低
減

さ
せ

る
た

め
、

資
材

等
運

搬
⾞

両
が

集
中

し
な

い
よ

う
に

、
⼯

事
⼯

程
等

の
管

理
や

配
⾞

の
計

画
を

検
討

す
る

。
ま

た
、

配
⾞

計
画

等
を

検
討

す
る

際
は

、
資

材
等

運
搬

⾞
両

の
運

⾏
時

間
が

通
勤

時
間

帯
等

の
混

雑
時

と
可

能
な

限
り

重
な

ら
な

い
よ

う
に

配
慮

す
る

。

低
減

 

資
材

等
運

搬
⾞

両
が

集
中

し
な

い
よ

う
に

⼯
事

⼯
程

等
の

管
理

や
配

⾞
計

画
を

⾏
う

こ
と

に
よ

り
、

振
動

の
発

⽣
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

⾶
⾏

場
を

利
⽤

す
る

⾞
両

の
ア

ク
セ

ス
道

路
⾛

⾏
 

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

の
促

進
 

急
発

進
や

急
停

⾞
を

し
な

い
、

不
要

な
ア

イ
ド

リ
ン

グ
の

削
減

等
の

「
エ

コ
ド

ラ
イ

ブ
」

の
実

施
に

つ
い

て
、

成
⽥

国
際

空
港

エ
コ

・
エ

ア
ポ

ー
ト

推
進

協
議

会
と

連
携

し
て

空
港

利
⽤

者
へ

の
呼

び
か

け
を

⾏
う

。
ま

た
同

協
議

会
の

会
員

企
業

に
対

し
て

も
同

様
の

配
慮

の
実

施
を

呼
び

か
け

る
。

低
減

 
空

港
へ

の
ア

ク
セ

ス
⾞

両
に

由
来

す
る

振
動

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

 
○

 
な

し
 

N
A

A
 

 
公

共
交

通
機

関
の

利
⽤

促
進

 

⾶
⾏

場
利

⽤
者

に
対

し
、

電
⾞

、
バ

ス
等

の
公

共
交

通
機

関
の

利
⽤

に
よ

る
来

港
を

、
広

告
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
等

を
通

じ
て

呼
び

か
け

る
。

 
低

減
 

⾶
⾏

場
を

利
⽤

す
る

⾃
家

⽤
⾞

等
の

⾞
両

台
数

の
削

減
に

よ
り

、
振

動
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A
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⽔
質

 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

 
環

境
保

全
措

置
の

 
内

容
 

措
置

の
区

分
 

環
境

保
全

措
置

 
の

効
果

 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

造
成

等
の

施
⼯

 
仮

設
沈

砂
池

の
設

置
 

⼯
事

の
進

捗
に

合
わ

せ
て

適
宜

、
仮

設
沈

砂
池

を
設

け
、

こ
の

沈
砂

池
に

て
⾬

⽔
排

⽔
中

の
浮

遊
物

質
を

極
⼒

沈
降

さ
せ

た
う

え
で

放
流

す
る

。

低
減

 
各

河
川

へ
の

放
流

⽔
の

浮
遊

物
質

量
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
排

⽔
路

の
保

護
に

よ
る

⼟
砂

流
⼊

防
⽌

 

⼯
事

区
域

内
に

設
置

す
る

仮
設

沈
砂

池
か

ら
の

排
⽔

路
は

、
コ

ル
ゲ

ー
ト

パ
イ

プ
等

を
⽤

い
て

保
護

す
る

こ
と

で
、

周
辺

か
ら

の
⼟

砂
流

⼊
を

防
⽌

す
る

。

低
減

 
各

河
川

へ
の

放
流

⽔
の

浮
遊

物
質

量
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
沈

砂
池

の
⼟

砂
の

定
期

的
な

除
去

 

仮
設

沈
砂

池
は

、
⾬

⽔
排

⽔
中

の
浮

遊
物

質
の

沈
降

効
果

を
維

持
す

る
た

め
、

堆
砂

の
除

去
を

定
期

的
に

⾏
う

。
低

減
 

各
河

川
へ

の
放

流
⽔

の
浮

遊
物

質
量

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

 
○

 
な

し
 

N
A

A
 

 

造
成

⾯
の

早
期

緑
化

・
転

圧

造
成

し
た

法
⾯

に
は

種
⼦

吹
付

け
、

平
坦

⾯
は

転
圧

を
早

期
に

実
施

し
、

裸
地

状
態

の
短

期
化

・
縮

⼩
化

を
図

り
、

濁
⽔

の
流

出
を

極
⼒

抑
え

る
。

 

低
減

 

早
期

緑
化

・
転

圧
に

よ
り

裸
地

⾯
を

少
な

く
す

る
こ

と
で

、
造

成
に

よ
り

発
⽣

す
る

⼟
粒

⼦
の

発
⽣

量
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
⼟

嚢
等

に
よ

る
濁

⽔
外

部
浸

出
の

防
⽌

 

⼯
事

区
域

の
周

囲
に

は
仮

囲
い

を
設

置
す

る
と

と
も

に
⼟

嚢
等

を
積

み
上

げ
、

多
量

の
降

⾬
発

⽣
時

の
濁

⽔
が

外
部

に
浸

出
し

な
い

よ
う

に
努

め
る

。

低
減

 
多

量
の

降
⾬

発
⽣

時
の

濁
⽔

の
外

部
流

出
の

防
⽌

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

濁
⽔

処
理

プ
ラ

ン
ト

の
設

置
 

⼯
事

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
、

仮
設

沈
砂

池
を

多
数

配
置

す
る

必
要

が
あ

る
が

、
こ

の
仮

設
沈

砂
池

が
施

⼯
の

妨
げ

に
な

る
場

合
に

は
、

濁
⽔

処
理

プ
ラ

ン
ト

を
設

け
、

濁
⽔

処
理

を
⾏

う
。

低
減

 
各

河
川

へ
の

放
流

⽔
の

浮
遊

物
質

量
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

河
川

放
流

⽔
の

濁
度

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

 

対
象

事
業

実
施

区
域

の
下

流
末

端
か

ら
河

川
へ

の
放

流
に

際
し

て
は

、
放

流
⽔

中
の

濁
度

の
継

続
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

⾏
う

。
 

低
減

 

濁
度

か
ら

換
算

し
た

浮
遊

物
質

量
（

S
S

）
濃

度
を

⽇
々

確
認

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
上

記
環

境
保

全
措

置
の

有
効

性
を

確
認

す
る

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
追

加
的

な
対

策
を

講
じ

る
こ

と
が

で
き

る
。

〇
 

な
し

 
N

A
A
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影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

 
環

境
保

全
措

置
の

 
内

容
 

措
置

の
区

分
 

環
境

保
全

措
置

 
の

効
果

 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

な
し

＝
○

 
あ

り
＝

×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

⾶
⾏

場
の

施
設

の
供

⽤
 

防
除

氷
剤

の
回

収
と

処
理

滑
⾛

路
及

び
エ

プ
ロ

ン
に

落
下

し
た

防
除

氷
剤

は
可

能
な

限
り

回
収

し
、

デ
ィ

ア
イ

シ
ン

グ
廃

液
処

理
施

設
で

処
理

す
る

。

低
減

 
各

河
川

へ
の

放
流

⽔
の

⽣
物

化
学

的
酸

素
要

求
量

（
B

O
D

）
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

常
時

監
視

の
実

施
 

防
除

氷
剤

を
含

む
⾬

⽔
排

⽔
の

放
流

先
河

川
で

、
常

時
監

視
（

⾃
動

計
測

が
可

能
な

化
学

的
酸

素
要

求
量

（
C

O
D

）
の

濃
度

を
測

定
し

、
⼿

測
り

に
よ

る
⽣

物
化

学
的

酸
素

要
求

量
（

B
O

D
）

の
濃

度
と

の
相

関
を

求
め

、
B

O
D

換
算

を
⾏

う
）

を
実

施
す

る
。

低
減

 

異
常

が
確

認
さ

れ
た

場
合

に
速

や
か

に
対

応
が

可
能

と
な

り
、

影
響

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

B
滑

⾛
路

・
C

滑
⾛

路
周

辺
へ

の
貯

留
池

等
の

整
備

 

B
滑

⾛
路

・
C

滑
⾛

路
及

び
そ

の
周

囲
に

落
下

す
る

防
除

氷
剤

に
つ

い
て

は
、

貯
留

池
等

の
整

備
に

よ
り

可
能

な
限

り
回

収
等

を
⾏

い
、

そ
の

処
理

を
⾏

う
。

低
減

 
各

河
川

へ
の

放
流

⽔
の

⽣
物

化
学

的
酸

素
要

求
量

（
B

O
D

）
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A
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⽔
⽂

環
境

 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

環
境

保
全

措
置

の
 

内
容

 
措

置
の

区
分

 
環

境
保

全
措

置
 

の
効

果
 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

造
成

等
の

施
⼯

及
び

⾶
⾏

場
の

存
在

⾬
⽔

浸
透

の
励

⾏
 

対
象

事
業

実
施

区
域

内
に

、浸
透

機
能

を
有

す
る

施
設

を
可

能
な

限
り

設
置

す
る

。
低

減
 

⾬
⽔

浸
透

に
よ

り
、地

下
⽔

位
及

び
湧

⽔
量

並
び

に
河

川
⽔

量
の

保
全

が
⾒

込
ま

れ
る

。
○

 
な

し
 

N
A

A
 

 
透

⽔
性

舗
装

の
適

⽤
 

歩
道

等
の

実
施

可
能

な
舗

装
⾯

で
は

、可
能

な
限

り
透

⽔
性

舗
装

を
適

⽤
す

る
。

低
減

 
透

⽔
性

舗
装

に
よ

り
、⾬

⽔
の

地
下

へ
の

浸
透

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
芝

地
等

の
確

保
 

⾬
⽔

浸
透

を
促

進
さ

せ
る

た
め

、可
能

な
限

り
芝

地
等

の
⾮

舗
装

⾯
を

確
保

す
る

。
低

減
 

芝
地

等
の

確
保

に
よ

り
、⾬

⽔
の

地
下

へ
の

浸
透

が
⾒

込
ま

れ
る

。
○

 
な

し
 

N
A

A
 

 
調

整
池

底
部

の
⾬

⽔
浸

透
地

形
を

活
か

し
た

調
整

池
は

、底
張

等
を

⾏
わ

ず
、可

能
な

限
り

浸
透

機
能

を
有

す
る

も
の

と
す

る
。

低
減

 
調

整
池

底
部

の
⾬

⽔
浸

透
に

よ
り

、継
続

的
な

⾬
⽔

の
浸

透
が

⾒
込

ま
れ

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
⾬

⽔
排

⽔
の

周
辺

河
川

へ
の

放
流

 

空
港

内
か

ら
の

⾬
⽔

排
⽔

は
、調

整
池

等
で

放
流

量
を

調
整

し
た

上
で

、周
辺

河
川

に
放

流
す

る
。

低
減

 
⾬

⽔
排

⽔
の

周
辺

河
川

へ
の

放
流

に
よ

り
、河

川
流

量
が

確
保

さ
れ

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A
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動
物

 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

環
境

保
全

措
置

の
 

内
容

 
措

置
の

区
分

 
環

境
保

全
措

置
 

の
効

果
 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

造
成

等
の

施
⼯

に
よ

る
⼀

時
的

な
影

響
⼯

事
⼯

程
の

調
整

※
 

⼯
事

⼯
程

を
調

整
し

繁
殖

期
を

避
け

て
伐

採
や

施
⼯

を
開

始
す

る
。

 
低

減
 

保
全

対
象

種
へ

の
直

接
的

な
影

響
を

避
け

、
⼯

事
の

影
響

を
低

減
で

き
る

。
ま

た
、

⼯
事

騒
⾳

等
へ

の
馴

化
を

促
し

、
オ

オ
タ

カ
、

サ
シ

バ
の

繁
殖

へ
の

影
響

を
低

減
で

き
る

。

×
：

本
措

置
は

⼯
事

の
実

施
中

に
お

い
て

そ
の

内
容

を
よ

り
詳

細
な

も
の

に
す

る
必

要
が

あ
る

。

な
し

 
N

A
A

 

 
⼯

事
中

の
騒

⾳
対

策
 

低
騒

⾳
型

・
超

低
騒

⾳
型

建
設

機
械

を
使

⽤
す

る
。

 
低

減
 

⼯
事

中
の

騒
⾳

に
よ

る
オ

オ
タ

カ
、

サ
シ

バ
の

繁
殖

へ
の

影
響

を
低

減
で

き
る

。
 

×
：

本
措

置
は

⼯
事

の
実

施
中

に
お

い
て

そ
の

内
容

を
よ

り
詳

細
な

も
の

に
す

る
必

要
が

あ
る

。

な
し

 
N

A
A

 

 
⼯

事
区

域
の

仮
囲

い
 

仮
囲

い
を

設
置

し
、

⼯
事

区
域

を
遮

蔽
す

る
。

 
低

減
 

⼯
事

中
に

建
設

機
械

や
⼈

が
動

く
こ

と
に

よ
る

視
覚

的
な

変
化

の
影

響
を

低
減

で
き

る
。

ま
た

、
営

巣
地

と
⼯

事
区

域
と

の
境

界
を

明
確

化
す

る
こ

と
で

オ
オ

タ
カ

、
サ

シ
バ

の
馴

化
を

促
し

、
作

業
員

の
接

近
等

を
懸

念
し

警
戒

す
る

こ
と

に
よ

る
影

響
を

低
減

で
き

る
。

×
：

本
措

置
は

⼯
事

の
実

施
中

に
お

い
て

そ
の

内
容

を
よ

り
詳

細
な

も
の

に
す

る
必

要
が

あ
る

。

な
し

 
N

A
A

 

⾶
⾏

場
の

存
在

 
ホ

ト
ケ

ド
ジ

ョ
ウ

の
⽣

息
環

境
保

全
 

ホ
ト

ケ
ド

ジ
ョ

ウ
の

繁
殖

地
で

あ
る

⽔
路

及
び

そ
の

⽔
源

と
な

る
湧

⽔
を

保
護

す
る

。
回

避
 

繁
殖

へ
の

影
響

を
回

避
で

き
る

。
 

×
：

本
措

置
は

⼯
事

の
実

施
中

に
お

い
て

そ
の

内
容

を
よ

り
詳

細
な

も
の

に
す

る
必

要
が

あ
る

。

な
し

 
N

A
A

 

※
 

フ
ク

ロ
ウ

の
繁

殖
期

、
ユ

ビ
ナ

ガ
コ

ウ
モ

リ
の

ね
ぐ

ら
利

⽤
時

期
、

カ
ヤ

ネ
ズ

ミ
の

繁
殖

期
に

も
配

慮
す

る
。
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影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

環
境

保
全

措
置

の
 

内
容

 
措

置
の

区
分

 
環

境
保

全
措

置
 

の
効

果
 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

⾶
⾏

場
の

存
在

 
⾕

津
機

能
を

維
持

し
た

調
整

池
の

設
置

 

調
整

池
が

配
置

さ
れ

る
⾕

津
環

境
に

お
い

て
、

も
と

の
地

形
を

最
⼤

限
活

⽤
し

、
改

変
は

堰
堤

の
設

置
程

度
に

留
め

る
。

 
低

減
 

⾕
津

環
境

に
⽣

息
す

る
動

物
へ

の
影

響
を

低
減

で
き

る
。

×
：

本
措

置
は

⼯
事

の
実

施
中

に
お

い
て

そ
の

内
容

を
よ

り
詳

細
な

も
の

に
す

る
必

要
が

あ
る

。

な
し

 
N

A
A

 

 
防

⾳
堤

の
⽊

本
緑

化
 

防
⾳

堤
上

部
に

広
葉

樹
を

主
体

と
し

た
植

栽
を

⾏
い

、
維

持
・

管
理

を
⾏

う
。

 
低

減
 

環
境

の
質

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

で
、

樹
林

性
動

物
の

⽣
息

環
境

へ
の

影
響

を
低

減
で

き
る

。
 

○
 

景
観

に
お

け
る

眺
望

へ
の

変
化

が
低

減
さ

れ
る

N
A

A
 

 
法

⾯
の

草
本

緑
化

 
法

⾯
を

草
本

に
よ

り
緑

化
す

る
。

 
低

減
 

草
地

性
の

動
物

の
⽣

息
環

境
へ

の
影

響
を

低
減

で
き

る
。

○
 

景
観

に
お

け
る

眺
望

へ
の

変
化

が
低

減
さ

れ
る

N
A

A
 

 

ア
ク

セ
ス

道
路

・
補

償
道

路
に

お
け

る
側

溝
の

蓋
が

け
や

脱
出

ス
ロ

ー
プ

の
設

置
 

側
溝

に
蓋

や
脱

出
ス

ロ
ー

プ
を

設
置

す
る

。
低

減
 

側
溝

内
へ

の
⼩

動
物

の
落

下
や

斃
死

、
移

動
分

断
に

よ
る

影
響

を
低

減
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

蓋
が

け
が

困
難

な
場

所
で

は
脱

出
ス

ロ
ー

プ
等

を
設

置
す

る
こ

と
で

、
同

様
に

影
響

を
低

減
で

き
る

。

×
：

⼯
事

の
実

施
中

に
お

い
て

そ
の

内
容

を
よ

り
詳

細
な

も
の

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
 

な
し

 
N

A
A

 

 
⾕

津
環

境
の

整
備

・
維

持
管

理
 

空
港

区
域

外
に

既
に

確
保

し
て

い
る

⾕
津

環
境

（
グ

リ
ー

ン
ポ

ー
ト

 エ
コ

・
ア

グ
リ

パ
ー

ク
、

芝
⼭

⽔
辺

の
⾥

、
騒

⾳
⽤

地
）

及
び

強
⾬

時
に

調
整

池
と

し
て

活
⽤

さ
れ

る
⾕

津
環

境
を

整
備

・
維

持
管

理
す

る
。

代
償

 

⽣
息

環
境

と
し

て
の

質
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
で

、
⾕

津
環

境
に

⽣
息

す
る

動
物

へ
の

影
響

を
緩

和
で

き
る

。
 

×
：

対
象

種
に

よ
っ

て
は

知
⾒

が
不

⼗
分

で
あ

り
、

効
果

の
不

確
実

性
が

あ
る

。

な
し

 
N

A
A

 

 
⼈

⼯
代

替
巣

の
設

置
 

事
前

に
適

地
選

定
を

⾏
い

、
オ

オ
タ

カ
、

サ
シ

バ
の

巣
を

⼈
⼯

的
に

製
作

・
設

置
す

る
。

代
償

 
消

失
す

る
両

種
の

営
巣

地
を

代
償

で
き

る
。

 

×
：

知
⾒

が
不

⼗
分

で
あ

り
、

効
果

の
不

確
実

性
が

あ
る

。
な

し
 

N
A

A
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影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

環
境

保
全

措
置

の
 

内
容

 
措

置
の

区
分

 
環

境
保

全
措

置
 

の
効

果
 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

⾶
⾏

場
の

存
在

 
巣

箱
の

設
置

 
事

前
に

適
地

選
定

を
⾏

い
、

フ
ク

ロ
ウ

の
巣

箱
を

設
置

す
る

。
 

代
償

 
消

失
す

る
営

巣
地

を
代

償
で

き
る

。
 

×
：

知
⾒

が
不

⼗
分

で
あ

り
、

効
果

の
不

確
実

性
が

あ
る

。
な

し
 

N
A

A
 

 
代

替
営

巣
林

の
整

備
 

⼈
⼯

代
替

巣
を

設
置

し
た

樹
林

に
お

い
て

、
間

伐
、

除
伐

等
に

よ
り

オ
オ

タ
カ

の
繁

殖
⽣

態
に

応
じ

た
林

内
環

境
を

創
出

す
る

。
代

償
 

消
失

す
る

営
巣

地
を

代
償

で
き

る
。

 

×
：

知
⾒

が
不

⼗
分

で
あ

り
、

効
果

の
不

確
実

性
が

あ
る

。
な

し
 

N
A

A
 

 
コ

ウ
モ

リ
ボ

ッ
ク

ス
の

設
置

 

事
前

に
適

地
選

定
を

⾏
い

、
空

港
区

域
の

地
下

に
設

置
さ

れ
る

排
⽔

路
（

暗
渠

）
に

コ
ウ

モ
リ

ボ
ッ

ク
ス

を
設

置
す

る
。

 
代

償
 

ユ
ビ

ナ
ガ

コ
ウ

モ
リ

の
消

失
す

る
ね

ぐ
ら

を
代

償
で

き
る

。
 

×
：

知
⾒

が
不

⼗
分

で
あ

り
、

効
果

の
不

確
実

性
が

あ
る

こ
と

に
加

え
、

⼯
事

の
実

施
中

に
お

い
て

そ
の

内
容

を
よ

り
詳

細
な

も
の

に
す

る
必

要
が

あ
る

。

な
し

 
N

A
A

 

 
改

変
区

域
外

へ
の

個
体

の
移

設
 

個
体

や
卵

塊
、

幼
⽣

等
を

⼯
事

前
に

改
変

区
域

外
に

移
設

す
る

。
 

代
償

 

爬
⾍

類
、

両
⽣

類
、

昆
⾍

類
、

⿂
類

、
底

⽣
動

物
の

重
要

な
種

へ
の

影
響

を
緩

和
で

き
る

。
 

×
：

対
象

種
に

よ
っ

て
は

知
⾒

が
不

⼗
分

で
あ

り
、

効
果

の
不

確
実

性
が

あ
る

。

な
し

 
N

A
A

 

 
⽣

息
域

外
保

全
 

ニ
ホ

ン
イ

シ
ガ

メ
、

ア
カ

ハ
ラ

イ
モ

リ
の

個
体

の
移

設
の

効
果

の
不

確
実

性
へ

の
保

険
と

し
て

⽣
息

域
外

保
全

を
⾏

う
。

代
償

 
個

体
群

の
絶

滅
を

回
避

し
、

重
要

な
種

へ
の

影
響

を
緩

和
で

き
る

。

×
：

知
⾒

が
不

⼗
分

で
あ

り
、

効
果

の
不

確
実

性
が

あ
る

。
な

し
 

N
A

A
 

  
 



  

－ 11-24 － 

植
物

 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

環
境

保
全

措
置

の
 

内
容

 
措

置
の

区
分

 
環

境
保

全
措

置
 

の
効

果
 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

⾶
⾏

場
の

存
在

 
⾕

津
機

能
を

維
持

し
た

調
整

池
の

設
置

 

調
整

池
が

配
置

さ
れ

る
⾕

津
環

境
に

お
い

て
、

も
と

の
地

形
を

最
⼤

限
活

⽤
し

、
改

変
は

堰
堤

の
設

置
程

度
に

留
め

る
。

 
低

減
 

⾕
津

環
境

に
⽣

育
す

る
植

物
へ

の
影

響
を

低
減

で
き

る
。

×
：

⼯
事

の
実

施
中

に
お

い
て

そ
の

内
容

を
よ

り
詳

細
な

も
の

に
す

る
必

要
が

あ
る

。

な
し

 
N

A
A

 

 
防

⾳
堤

の
⽊

本
緑

化
 

防
⾳

堤
上

部
に

広
葉

樹
を

主
体

と
し

た
植

栽
を

⾏
い

維
持

・
管

理
す

る
。

 
低

減
 

環
境

の
質

を
向

上
さ

せ
る

こ
と

で
、

樹
林

性
植

物
の

⽣
育

環
境

へ
の

影
響

を
低

減
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

○
 

景
観

に
お

け
る

眺
望

へ
の

変
化

が
低

減
さ

れ
る

N
A

A
 

 
⾕

津
環

境
の

整
備

・
維

持
管

理
 

空
港

区
域

外
に

既
に

確
保

し
て

い
る

⾕
津

環
境

（
グ

リ
ー

ン
ポ

ー
ト

 エ
コ

・
ア

グ
リ

パ
ー

ク
、

芝
⼭

⽔
辺

の
⾥

、
騒

⾳
⽤

地
）

及
び

強
⾬

時
に

調
整

池
と

し
て

活
⽤

さ
れ

る
⾕

津
環

境
を

整
備

・
維

持
管

理
す

る
。

代
償

 

⽣
育

環
境

と
し

て
の

質
を

向
上

さ
せ

る
こ

と
で

、
⾕

津
環

境
に

⽣
育

す
る

植
物

へ
の

影
響

を
緩

和
で

き
る

。
 

×
：

対
象

種
に

よ
っ

て
は

知
⾒

が
不

⼗
分

で
あ

り
、

効
果

の
不

確
実

性
が

あ
る

。

な
し

 
N

A
A

 

 
改

変
区

域
外

へ
の

個
体

の
移

植
 

個
体

を
⼯

事
前

に
改

変
区

域
外

に
移

植
す

る
。

 
代

償
 

消
失

す
る

種
へ

の
影

響
を

緩
和

で
き

る
。

 

×
：

対
象

種
に

よ
っ

て
は

知
⾒

が
不

⼗
分

で
あ

り
、

効
果

の
不

確
実

性
が

あ
る

。

な
し

 
N

A
A

 

 
下

流
⽔

路
か

ら
の

個
体

の
移

植
 

供
⽤

段
階

で
⽣

育
環

境
で

あ
る

⽔
路

の
湧

⽔
量

が
減

少
し

た
場

合
に

、影
響

の
な

い
⽔

路
へ

移
植

す
る

。
 

代
償

 
消

失
す

る
種

へ
の

影
響

を
緩

和
で

き
る

。
 

×
：

対
象

種
に

よ
っ

て
は

知
⾒

が
不

⼗
分

で
あ

り
、

効
果

の
不

確
実

性
が

あ
る

。

な
し

 
N

A
A

 

  
 



  

－ 11-25 － 

⽣
態

系
 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

環
境

保
全

措
置

の
 

内
容

 
措

置
の

区
分

 
環

境
保

全
措

置
 

の
効

果
 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

⾶
⾏

場
の

存
在

 
ホ

ト
ケ

ド
ジ

ョ
ウ

の
⽣

息
環

境
保

全
 

ホ
ト

ケ
ド

ジ
ョ

ウ
の

繁
殖

地
で

あ
る

⽔
路

及
び

そ
の

⽔
源

と
な

る
湧

⽔
を

保
護

す
る

。
 

回
避

 
繁

殖
へ

の
影

響
を

回
避

で
き

る
。

 

×：
本

措
置

は
⼯

事
の

実
施

中
に

お
い

て
そ

の
内

容
を

よ
り

詳
細

な
も

の
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

な
し

 
N

A
A

 

 

⾕
津

機
能

を
維

持
し

た
調

整
池

の
設

置
 

調
整

池
が

配
置

さ
れ

る
⾕

津
環

境
に

お
い

て
、

も
と

の
地

形
を

最
⼤

限
活

⽤
し

、
改

変
は

堰
堤

の
設

置
程

度
に

留
め

る
。

 
低

減
 

⾕
津

環
境

に
⽣

息
す

る
動

物
へ

の
影

響
を

低
減

で
き

る
。

×：
本

措
置

は
⼯

事
の

実
施

中
に

お
い

て
そ

の
内

容
を

よ
り

詳
細

な
も

の
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

な
し

 
N

A
A

 

 
防

⾳
堤

の
⽊

本
緑

化
 

防
⾳

堤
上

部
に

広
葉

樹
を

主
体

と
し

た
植

栽
を

⾏
い

、
維

持
・

管
理

を
⾏

う
。

 
低

減
 

樹
林

性
動

物
の

⽣
息

環
境

へ
の

影
響

を
低

減
で

き
る

。
 

○
 

景
観

に
お

け
る

眺
望

へ
の

変
化

が
低

減
さ

れ
る

N
A

A
 

 

ア
ク

セ
ス

道
路

・
補

償
道

路
に

お
け

る
側

溝
の

蓋
が

け
や

脱
出

ス
ロ

ー
プ

の
設

置
 

側
溝

に
蓋

や
脱

出
ス

ロ
ー

プ
を

設
置

す
る

。
 

低
減

 

側
溝

内
へ

の
カ

エ
ル

類
の

落
下

や
斃

死
、

移
動

分
断

に
よ

る
影

響
を

低
減

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
蓋

が
け

が
困

難
な

場
所

で
は

脱
出

ス
ロ

ー
プ

等
を

設
置

す
る

こ
と

で
、

同
様

に
影

響
を

低
減

で
き

る
。

×：
⼯

事
の

実
施

中
に

お
い

て
そ

の
内

容
を

よ
り

詳
細

な
も

の
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

な
し

 
N

A
A

 

       



  

－ 11-26 － 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

環
境

保
全

措
置

の
内

容
 

措
置

の
区

分
 

環
境

保
全

措
置

 
の

効
果

 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

⾶
⾏

場
の

存
在

 
⾕

津
環

境
の

整
備

・
維

持
管

理
 

空
港

区
域

外
に

既
に

確
保

し
て

い
る

⾕
津

環
境

（
グ

リ
ー

ン
ポ

ー
ト

 エ
コ

・
ア

グ
リ

パ
ー

ク
、

芝
⼭

⽔
辺

の
⾥

、
騒

⾳
⽤

地
）

及
び

強
⾬

時
に

調
整

池
と

し
て

活
⽤

さ
れ

る
⾕

津
環

境
を

整
備

・
維

持
管

理
す

る
。

代
償

 
⾕

津
環

境
に

⽣
息

す
る

動
物

へ
の

影
響

を
緩

和
で

き
る

。
 

×
：

対
象

種
に

よ
っ

て
は

知
⾒

が
不

⼗
分

で
あ

り
、

効
果

の
不

確
実

性
が

あ
る

。

な
し

 
N

A
A

 

 
⼈

⼯
代

替
巣

の
設

置
 

事
前

に
適

地
選

定
を

⾏
い

、
オ

オ
タ

カ
、

サ
シ

バ
の

巣
を

⼈
⼯

的
に

製
作

・
設

置
す

る
。

代
償

 
消

失
す

る
両

種
の

営
巣

地
を

代
償

で
き

る
。

 

×
：

知
⾒

が
不

⼗
分

で
あ

り
、

効
果

の
不

確
実

性
が

あ
る

。

な
し

 
N

A
A

 

 
巣

箱
の

設
置

 
事

前
に

適
地

選
定

を
⾏

い
、フ

ク
ロ

ウ
の

巣
箱

を
設

置
す

る
。

 
代

償
 

消
失

す
る

営
巣

地
を

代
償

で
き

る
。

 

×
：

知
⾒

が
不

⼗
分

で
あ

り
、

効
果

の
不

確
実

性
が

あ
る

。

な
し

 
N

A
A

 

 
代

替
営

巣
林

の
整

備
 

⼈
⼯

代
替

巣
を

設
置

し
た

樹
林

に
お

い
て

、
間

伐
、除

伐
等

に
よ

り
オ

オ
タ

カ
の

繁
殖

⽣
態

に
応

じ
た

林
内

環
境

を
創

出
す

る
。

 
代

償
 

消
失

す
る

営
巣

地
を

代
償

で
き

る
。

 

×
：

知
⾒

が
不

⼗
分

で
あ

り
、

効
果

の
不

確
実

性
が

あ
る

。

な
し

 
N

A
A

 

 
コ

ウ
モ

リ
ボ

ッ
ク

ス
の

設
置

 

事
前

に
適

地
選

定
を

⾏
い

、空
港

区
域

の
地

下
に

設
置

さ
れ

る
排

⽔
路

（
暗

渠
）

に
コ

ウ
モ

リ
ボ

ッ
ク

ス
を

設
置

す
る

。
 

代
償

 
ユ

ビ
ナ

ガ
コ

ウ
モ

リ
の

消
失

す
る

ね
ぐ

ら
を

代
償

で
き

る
。

 

×
：

知
⾒

が
不

⼗
分

で
あ

り
、

効
果

の
不

確
実

性
が

あ
る

こ
と

に
加

え
、

⼯
事

の
実

施
中

に
お

い
て

そ
の

内
容

を
よ

り
詳

細
な

も
の

に
す

る
必

要
が

あ
る

。

な
し

 
N

A
A

 

 
改

変
区

域
外

へ
の

個
体

の
移

設
 

個
体

や
卵

塊
、幼

⽣
等

を
⼯

事
前

に
改

変
区

域
外

に
移

設
す

る
。

 
代

償
 

両
⽣

類
、

⿂
類

の
注

⽬
種

へ
の

影
響

を
緩

和
で

き
る

。
 

×
：

対
象

種
に

よ
っ

て
は

知
⾒

が
不

⼗
分

で
あ

り
、

効
果

の
不

確
実

性
が

あ
る

。

な
し

 
N

A
A

 

 
 



  

－ 11-27 － 

景
観

 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

 
環

境
保

全
措

置
の

 
内

容
 

措
置

の
区

分
 

環
境

保
全

措
置

 
の

効
果

 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

⾶
⾏

場
の

存
在

 
法

⾯
の

草
本

緑
化

 
周

辺
の

緑
と

調
和

す
る

よ
う

法
⾯

の
緑

化
を

⾏
う

。
 

低
減

 

⾊
彩

の
変

化
を

低
減

す
る

と
と

も
に

、
ま

と
ま

り
の

あ
る

景
観

の
形

成
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

景
観

へ
の

影
響

を
低

減
す

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

防
⾳

堤
の

⽊
本

緑
化

 

既
存

の
防

⾳
堤

の
整

備
、

維
持

管
理

の
実

績
を

活
か

し
な

が
ら

、
周

辺
の

緑
と

調
和

す
る

よ
う

防
⾳

堤
の

緑
化

を
⾏

う
。

な
お

、
周

辺
の

⽣
態

系
へ

の
影

響
に

配
慮

し
、

主
に

成
⽥

空
港

周
辺

に
⽣

育
し

て
い

る
樹

種
を

選
定

す
る

こ
と

と
し

、
広

葉
樹

を
主

体
と

し
た

植
栽

を
⾏

う
。

低
減

 

防
⾳

堤
の

緑
化

に
よ

り
、

ま
と

ま
り

の
あ

る
景

観
及

び
空

港
利

⽤
者

に
成

⽥
の

ま
ち

の
良

好
な

印
象

を
与

え
る

景
観

の
形

成
を

図
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

   
 



  

－ 11-28 － 

⼈
と

⾃
然

と
の

触
れ

合
い

の
活

動
の

場
 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

 
環

境
保

全
措

置
の

 
内

容
 

措
置

の
区

分
 

環
境

保
全

措
置

 
の

効
果

 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

⾶
⾏

場
の

存
在

及
び

航
空

機
の

運
航

 
法

⾯
の

草
本

緑
化

 
周

辺
の

緑
と

調
和

す
る

よ
う

法
⾯

の
緑

化
を

⾏
う

。
 

低
減

 

⾊
彩

の
変

化
を

低
減

す
る

と
と

も
に

、
ま

と
ま

り
の

あ
る

景
観

の
形

成
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

景
観

へ
の

影
響

を
低

減
す

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

既
存

施
設

の
整

備
、

活
⽤

の
推

進
 

グ
リ

ー
ン

ポ
ー

ト
 エ

コ
・

ア
グ

リ
パ

ー
ク

の
よ

う
な

、
農

業
体

験
を

⾏
う

こ
と

が
で

き
る

既
存

施
設

の
整

備
、

活
⽤

の
推

進
に

よ
り

、
⼦

供
を

対
象

と
し

た
農

業
体

験
イ

ベ
ン

ト
も

継
続

的
に

実
施

す
る

。
 

既
に

N
A

A
が

空
港

周
辺

に
整

備
し

て
い

る
散

策
路

等
の

既
存

施
設

の
整

備
、

活
⽤

を
推

進
す

る
。

な
お

、
既

存
施

設
の

整
備

、
活

⽤
に

際
し

て
は

、
関

係
す

る
市

町
、

地
域

団
体

、
地

域
住

⺠
等

の
外

部
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

可
能

な
限

り
連

携
を

し
て

取
り

組
む

。

代
償

 

既
存

施
設

の
整

備
、

活
⽤

の
推

進
に

よ
り

、
⼈

と
⾃

然
と

の
触

れ
合

い
の

活
動

の
場

の
活

⽤
の

推
進

を
図

る
。

 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
類

似
施

設
の

新
設

 
消

失
す

る
⼈

と
⾃

然
と

の
触

れ
合

い
の

活
動

の
場

の
類

似
施

設
を

新
設

す
る

。
代

償
 

消
失

す
る

場
で

⾏
わ

れ
て

い
た

活
動

が
継

続
的

に
実

施
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

低
騒

⾳
型

航
空

機
の

導
⼊

促
進

 

成
⽥

航
空

機
騒

⾳
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
別

国
際

線
着

陸
料

⾦
制

度
の

継
続

に
よ

り
、

新
型

機
材

な
ど

の
低

騒
⾳

型
航

空
機

の
導

⼊
を

促
進

す
る

。
 

低
減

 

低
騒

⾳
型

航
空

機
の

導
⼊

が
進

む
こ

と
に

よ
っ

て
、

発
⽣

源
対

策
と

し
て

航
空

機
騒

⾳
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 



 

－ 11-29 － 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（現況）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（将来）
 

写真 11.12‐1 法⾯緑化のイメージ（⾥⼭遊歩道及び場外放⽔路⽔辺環境からの眺望の状況）



  

－ 11-30 － 

廃
棄

物
等

 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

 
環

境
保

全
措

置
の

 
内

容
 

措
置

の
区

分
 

環
境

保
全

措
置

 
の

効
果

 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

造
成

等
の

施
⼯

 
建

設
副

産
物

の
現

場
分

別
の

徹
底

 

適
切

な
技

術
指

導
や

⼯
事

の
監

督
を

⾏
う

こ
と

等
に

よ
り

、
建

設
副

産
物

の
現

場
分

別
の

徹
底

を
図

り
、

建
設

副
産

物
の

再
資

源
化

を
可

能
な

限
り

推
進

す
る

。

低
減

 

現
場

分
別

の
徹

底
を

図
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
混

合
廃

棄
物

の
発

⽣
が

抑
制

さ
れ

、
最

終
処

分
量

が
減

少
す

る
。

 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
再

資
源

化
等

率
の

⾼
い

中
間

処
理

施
設

へ
の

処
理

委
託

 

建
設

副
産

物
の

中
間

処
理

を
産

業
廃

棄
物

処
理

業
者

へ
委

託
す

る
場

合
は

、
再

資
源

化
等

率
の

⾼
い

中
間

処
理

施
設

へ
の

委
託

を
⾏

う
。

低
減

 

中
間

処
理

で
の

⾼
い

再
資

源
化

等
率

が
確

保
さ

れ
る

こ
と

で
、

最
終

処
分

量
が

減
少

す
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

再
⽣

⾻
材

と
し

て
の

再
利

⽤
の

推
進

 

既
存

⼯
作

物
の

解
体

撤
去

及
び

既
存

舗
装

の
撤

去
に

よ
っ

て
発

⽣
す

る
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

塊
及

び
コ

ン
ク

リ
ー

ト
塊

に
つ

い
て

は
、

可
能

な
限

り
空

港
内

の
リ

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ン
ト

で
破

砕
処

理
し

、
新

設
・

延
⻑

す
る

滑
⾛

路
及

び
空

港
周

辺
道

路
の

路
盤

材
等

と
し

て
の

再
利

⽤
に

努
め

る
。

低
減

 

空
港

内
で

破
砕

処
理

し
、

路
盤

材
等

と
し

て
の

再
利

⽤
を

図
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
最

終
処

分
量

が
減

少
す

る
。

 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

建
設

発
⽣

⽊
材

の
再

資
源

化
の

推
進

 

建
設

発
⽣

⽊
材

に
つ

い
て

は
、

建
築

材
の

有
⽤

⽊
と

し
て

利
⽤

可
能

な
も

の
は

基
本

的
に

売
却

し
、

⼀
部

を
空

港
施

設
の

内
装

材
や

⽊
材

製
品

（
保

安
検

査
場

で
利

⽤
す

る
⽊

製
⾞

い
す

、
ノ

ベ
ル

テ
ィ

グ
ッ

ズ
等

）
と

し
て

再
利

⽤
す

る
。

ま
た

、
⽊

く
ず

や
売

却
で

き
な

い
も

の
は

⽊
材

チ
ッ

プ
等

と
し

て
バ

イ
オ

マ
ス

燃
料

や
遊

歩
道

の
チ

ッ
プ

材
と

し
て

再
利

⽤
す

る
。

低
減

 
建

設
発

⽣
⽊

材
の

再
資

源
化

を
図

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

最
終

処
分

量
が

減
少

す
る

。
○

 
な

し
 

N
A

A
 

  
 



  

－ 11-31 － 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

 
環

境
保

全
措

置
の

 
内

容
 

措
置

の
区

分
 

環
境

保
全

措
置

 
の

効
果

 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

⾶
⾏

場
の

施
設

の
供

⽤
 

空
港

関
連

施
設

に
お

け
る

⼀
般

廃
棄

物
の

分
別

 

旅
客

タ
ー

ミ
ナ

ル
ビ

ル
や

N
A

A
事

務
所

エ
リ

ア
等

の
空

港
関

連
施

設
に

お
け

る
⼀

般
廃

棄
物

の
分

別
を

図
る

た
め

、
分

別
ゴ

ミ
箱

の
設

置
を

継
続

し
、

ビ
ン

、
カ

ン
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

等
の

リ
サ

イ
ク

ル
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

各
出

国
審

査
場

前
で

の
液

体
分

別
⽤

ゴ
ミ

箱
の

設
置

を
継

続
し

、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の

リ
サ

イ
ク

ル
を

推
進

す
る

。

低
減

 

⼀
般

廃
棄

物
の

分
別

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

リ
サ

イ
ク

ル
率

が
向

上
し

、
⼀

般
廃

棄
物

焼
却

量
や

最
終

処
分

量
が

減
少

す
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
化

に
よ

る
発

⽣
量

の
抑

制
及

び
使

⽤
済

み
⽤

紙
の

リ
サ

イ
ク

ル
の

推
進

 

N
A

A
本

社
ビ

ル
で

の
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
化

を
図

る
こ

と
で

、
廃

棄
物

の
発

⽣
量

を
抑

制
す

る
。

ま
た

、
N

A
A

事
務

所
等

に
お

け
る

使
⽤

済
み

⽤
紙

の
回

収
を

継
続

し
、

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
等

へ
の

リ
サ

イ
ク

ル
を

図
る

。

低
減

 

ペ
ー

パ
ー

レ
ス

化
に

よ
っ

て
、

廃
棄

物
発

⽣
量

が
減

少
す

る
。

ま
た

、
リ

サ
イ

ク
ル

の
推

進
に

よ
っ

て
、

最
終

処
分

量
が

減
少

す
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

航
空

機
か

ら
の

取
り

下
ろ

し
廃

棄
物

の
分

類
の

促
進

 

航
空

機
か

ら
の

取
り

下
ろ

し
廃

棄
物

に
つ

い
て

、
検

疫
上

の
理

由
か

ら
法

律
で

焼
却

が
義

務
付

け
ら

れ
て

い
る

機
内

⾷
残

渣
を

除
き

、
機

内
で

の
機

内
誌

や
ビ

ン
、

カ
ン

、
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
等

の
分

別
を

航
空

会
社

に
促

し
、

リ
サ

イ
ク

ル
を

促
進

す
る

。

低
減

 

機
内

で
の

分
別

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

リ
サ

イ
ク

ル
率

が
向

上
し

、
⼀

般
廃

棄
物

焼
却

量
や

最
終

処
分

量
が

減
少

す
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

  
 



  

－ 11-32 － 

 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

 
環

境
保

全
措

置
の

 
内

容
 

措
置

の
区

分
 

環
境

保
全

措
置

 
の

効
果

 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

⾶
⾏

場
の

施
設

の
供

⽤
 

⼀
般

廃
棄

物
の

適
正

な
処

理
 

成
⽥

空
港

内
の

施
設

か
ら

排
出

さ
れ

る
⼀

般
廃

棄
物

に
つ

い
て

は
、

N
A

A
が

適
正

な
処

理
能

⼒
を

有
す

る
施

設
を

確
保

し
、

全
量

処
理

す
る

こ
と

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
将

来
、

廃
棄

物
発

⽣
量

が
増

加
し

た
場

合
に

お
い

て
も

適
正

な
処

理
が

可
能

な
処

理
施

設
を

確
保

す
る

。
 

ま
た

、
空

港
内

施
設

に
⼊

居
す

る
事

業
者

に
対

し
て

は
⼀

般
廃

棄
物

処
理

の
適

正
処

理
を

旅
客

タ
ー

ミ
ナ

ル
等

へ
の

⼊
居

条
件

と
し

て
指

定
す

る
こ

と
で

、
適

正
な

処
理

を
図

る
。

低
減

 

⼀
般

廃
棄

物
発

⽣
量

に
応

じ
た

処
理

施
設

を
確

保
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

適
正

な
処

理
が

図
ら

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

刈
草

や
伐

採
⽊

等
の

有
効

活
⽤

の
推

進
 

刈
草

や
伐

採
⽊

等
は

、
家

畜
の

飼
料

・
堆

肥
等

へ
の

活
⽤

や
⽊

材
チ

ッ
プ

等
と

し
て

バ
イ

オ
マ

ス
燃

料
や

遊
歩

道
の

チ
ッ

プ
材

と
し

て
の

有
効

活
⽤

を
推

進
す

る
。

低
減

 

有
効

活
⽤

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

リ
サ

イ
ク

ル
率

が
向

上
し

、
⼀

般
廃

棄
物

焼
却

量
や

最
終

処
分

量
が

減
少

す
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

舗
装

改
修

⼯
事

に
お

け
る

建
設

廃
材

の
発

⽣
抑

制
 

エ
プ

ロ
ン

エ
リ

ア
の

舗
装

修
⼯

事
に

お
い

て
は

、
既

存
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

の
表

⾯
を

削
り

、
そ

の
表

⾯
に

薄
層

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
を

重
ね

て
完

全
⼀

体
化

さ
せ

る
「

オ
ー

バ
ー

レ
イ

⼯
法

」
を

採
⽤

す
る

等
、

建
設

廃
材

の
発

⽣
量

及
び

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
使

⽤
量

を
抑

制
す

る
。

低
減

 
建

設
廃

材
の

発
⽣

量
が

減
少

す
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

  
 



  

－ 11-33 － 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

 
環

境
保

全
措

置
の

 
内

容
 

措
置

の
区

分
 

環
境

保
全

措
置

 
の

効
果

 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

⾶
⾏

場
の

施
設

の
供

⽤
 

舗
装

改
修

⼯
事

に
お

け
る

建
設

廃
材

の
再

資
源

化
 

エ
プ

ロ
ン

や
滑

⾛
路

の
改

修
⼯

事
で

発
⽣

し
た

コ
ン

ク
リ

ー
ト

や
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
廃

材
は

、
空

港
内

の
リ

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ン
ト

で
破

砕
し

、
再

⽣
⾻

材
と

し
て

空
港

内
の

⼯
事

等
に

活
⽤

す
る

。
ま

た
、

空
港

内
で

発
⽣

す
る

コ
ン

ク
リ

ー
ト

や
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
廃

材
は

、
空

港
内

の
リ

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ン
ト

に
お

い
て

全
量

を
破

砕
処

理
す

る
こ

と
と

し
、

必
要

な
処

理
施

設
を

確
保

す
る

。

低
減

 
建

設
廃

材
の

再
資

源
化

を
図

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

最
終

処
分

量
が

減
少

す
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
産

業
廃

棄
物

（
梱

包
材

、
⽊

製
ス

キ
ッ

ド
）

の
リ

サ
イ

ク
ル

の
促

進
 

事
業

者
に

対
し

て
、

梱
包

材
は

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
種

類
等

に
よ

っ
て

分
別

し
、

マ
テ

リ
ア

ル
リ

サ
イ

ク
ル

に
よ

る
梱

包
材

と
し

て
の

再
利

⽤
等

を
図

る
よ

う
促

進
す

る
。

ま
た

、
⽊

製
ス

キ
ッ

ド
は

、
可

能
な

限
り

修
理

し
、

再
使

⽤
を

図
る

よ
う

促
進

す
る

。

低
減

 

産
業

廃
棄

物
の

リ
サ

イ
ク

ル
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
廃

棄
物

の
発

⽣
量

及
び

最
終

処
分

量
が

減
少

す
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

空
港

利
⽤

者
に

対
す

る
意

識
啓

発
活

動
の

実
施

 

空
港

利
⽤

者
に

対
し

て
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

、
環

境
報

告
書

の
配

布
、

広
告

ス
ペ

ー
ス

の
活

⽤
等

に
よ

る
環

境
対

策
実

施
状

況
の

広
報

、
意

識
啓

発
活

動
を

実
施

し
、

ご
み

の
分

別
等

、
空

港
利

⽤
者

が
実

施
可

能
な

廃
棄

物
削

減
に

向
け

た
取

組
み

を
促

進
す

る
。

低
減

 

空
港

利
⽤

者
に

対
す

る
意

識
啓

発
活

動
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
⼀

般
廃

棄
物

の
発

⽣
抑

制
や

分
別

が
図

ら
れ

、
廃

棄
物

の
発

⽣
量

が
減

少
す

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

グ
リ

ー
ン

購
⼊

の
推

進
 

商
品

購
⼊

や
⼯

事
発

注
の

際
に

、「
グ

リ
ー

ン
購

⼊
法

」
に

準
じ

て
定

め
た

コ
ピ

ー
⽤

紙
や

⽂
具

、
O

A
機

器
等

の
物

品
や

役
務

等
の

品
⽬

に
つ

い
て

の
グ

リ
ー

ン
購

⼊
を

進
め

る
と

と
も

に
、

他
の

物
品

に
つ

い
て

も
、

「
エ

コ
マ

ー
ク

」
や

「
G

P
N

エ
コ

商
品

ね
っ

と
」

掲
載

商
品

等
、

環
境

に
配

慮
し

た
製

品
を

選
ん

で
購

⼊
す

る
。

低
減

 

グ
リ

ー
ン

購
⼊

に
よ

っ
て

リ
サ

イ
ク

ル
し

易
い

よ
う

に
材

質
表

⽰
が

さ
れ

て
い

る
製

品
等

を
購

⼊
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

廃
棄

物
の

分
別

等
が

図
ら

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
 



  

－ 11-34 － 

温
室

効
果

ガ
ス

等
 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

環
境

保
全

措
置

の
 

内
容

 
措

置
の

区
分

 
環

境
保

全
措

置
 

の
効

果
 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

建
設

機
械

の
稼

働
 

⼯
事

区
域

内
の

建
設

発
⽣

⼟
の

運
搬

⽅
法

等
の

検
討

施
⼯

計
画

に
お

い
て

⼯
事

区
域

内
で

発
⽣

し
た

建
設

発
⽣

⼟
の

運
搬

に
あ

た
り

排
出

ガ
ス

対
策

型
の

ダ
ン

プ
ト

ラ
ッ

ク
等

の
運

搬
⾞

両
の

使
⽤

に
努

め
る

こ
と

等
に

よ
り

、
環

境
負

荷
の

少
な

い
運

搬
⽅

法
等

を
検

討
す

る
。

低
減

 

建
設

発
⽣

⼟
の

運
搬

を
よ

り
環

境
負

荷
の

少
な

い
⽅

法
と

す
る

こ
と

に
よ

り
、

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
排

出
ガ

ス
対

策
型

建
設

機
械

等
の

使
⽤

の
促

進
 

排
出

ガ
ス

対
策

型
が

普
及

し
て

い
る

建
設

機
械

等
に

つ
い

て
は

、
原

則
こ

れ
を

使
⽤

す
る

。
 

低
減

 

排
出

ガ
ス

対
策

型
建

設
機

械
及

び
排

出
ガ

ス
対

策
型

の
ダ

ン
プ

ト
ラ

ッ
ク

等
の

運
搬

⾞
両

が
あ

る
場

合
に

は
こ

れ
を

使
⽤

す
る

こ
と

に
よ

り
、

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

が
低

減
す

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
建

設
機

械
の

整
備

・
点

検
の

徹
底

の
促

進
 

建
設

機
械

の
整

備
不

良
に

よ
る

温
室

効
果

ガ
ス

の
発

⽣
を

防
⽌

す
る

た
め

、
整

備
・

点
検

の
徹

底
を

促
進

す
る

。
低

減
 

建
設

機
械

か
ら

の
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
の

増
加

を
防

⽌
す

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
⼯

事
関

係
者

に
対

す
る

建
設

機
械

の
稼

働
⽅

法
の

指
導

 

ア
イ

ド
リ

ン
グ

ス
ト

ッ
プ

の
徹

底
や

空
ぶ

か
し

の
禁

⽌
、

建
設

機
械

に
過

剰
な

負
荷

を
か

け
な

い
よ

う
留

意
す

る
等

、
⼯

事
関

係
者

に
対

し
て

建
設

機
械

の
稼

働
⽅

法
の

指
導

を
⾏

う
。

低
減

 
不

要
な

運
転

を
避

け
る

こ
と

に
よ

り
、

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

が
低

減
す

る
。

 
○

 
な

し
 

N
A

A
 

 

 
 



  

－ 11-35 － 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

 
環

境
保

全
措

置
の

 
内

容
 

措
置

の
区 分
 

環
境

保
全

措
置

 
の

効
果

 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

 

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

資
材

及
び

機
械

の
運

搬
に

⽤
い

る
⾞

両
の

運
⾏

 

排
出

ガ
ス

対
策

型
資

材
等

運
搬

⾞
両

の
使

⽤
の

促
進

排
出

ガ
ス

対
策

型
が

普
及

し
て

い
る

資
材

等
運

搬
⾞

両
に

つ
い

て
は

、
原

則
こ

れ
を

使
⽤

す
る

。
 

低
減

 

排
出

ガ
ス

対
策

型
資

材
等

運
搬

⾞
両

を
使

⽤
す

る
こ

と
に

よ
り

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
が

低
減

す
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
資

材
等

運
搬

⾞
両

の
整

備
・

点
検

の
徹

底
の

促
進

資
材

等
運

搬
⾞

両
の

整
備

不
良

に
よ

る
温

室
効

果
ガ

ス
の

発
⽣

を
防

⽌
す

る
た

め
、

整
備

・
点

検
の

徹
底

を
促

進
す

る
。

低
減

 
資

材
等

運
搬

⾞
両

か
ら

の
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
の

増
加

を
防

⽌
す

る
。

 
○

 
な

し
 

N
A

A
 

 
公

共
交

通
機

関
の

利
⽤

及
び

乗
合

通
勤

の
奨

励
 

⼯
事

関
係

者
に

対
し

可
能

な
限

り
公

共
交

通
機

関
の

利
⽤

及
び

乗
合

通
勤

を
奨

励
す

る
。

 
低

減
 

資
材

等
運

搬
⾞

両
の

う
ち

、
⼩

型
⾞

類
の

台
数

を
低

減
す

る
こ

と
に

よ
り

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

発
⽣

抑
制

が
⾒

込
ま

れ
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

⼯
事

関
係

者
に

対
す

る
資

材
等

運
搬

⾞
両

の
運

⾏
⽅

法
の

指
導

 

ア
イ

ド
リ

ン
グ

ス
ト

ッ
プ

の
徹

底
や

空
ぶ

か
し

の
禁

⽌
、

法
定

速
度

の
遵

守
や

⾞
両

に
過

剰
な

負
荷

を
か

け
な

い
よ

う
留

意
す

る
等

、
⼯

事
関

係
者

に
対

し
て

資
材

等
運

搬
⾞

両
の

運
⾏

⽅
法

の
指

導
を

⾏
う

。

低
減

 

⼯
事

関
係

者
に

対
し

て
資

材
等

運
搬

⾞
両

の
運

⾏
⽅

法
の

指
導

を
⾏

う
こ

と
こ

と
に

よ
り

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

発
⽣

の
低

減
が

⾒
込

ま
れ

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

   

 
 



  

－ 11-36 － 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

 
環

境
保

全
措

置
の

 
内

容
 

措
置

の
区

分
 

環
境

保
全

措
置

 
の

効
果

 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

航
空

機
の

運
航

 
低

排
出

型
（

低
燃

費
型

）
機

材
の

運
航

促
進

 

成
⽥

航
空

機
騒

⾳
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
別

国
際

線
着

陸
料

⾦
制

度
の

継
続

に
よ

り
、

新
型

機
材

等
の

低
排

出
型

航
空

機
の

導
⼊

を
促

進
す

る
。

 

低
減

 

低
排

出
型

航
空

機
の

導
⼊

が
進

む
こ

と
に

よ
っ

て
、

航
空

機
の

運
航

に
伴

う
燃

料
使

⽤
量

が
低

減
し

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
が

低
減

す
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

航
空

機
地

上
⾛

⾏
時

間
の

短
縮

 

効
率

的
な

施
設

整
備

や
⾶

⾏
場

の
運

⽤
⽅

法
の

検
討

に
よ

り
、

航
空

機
地

上
⾛

⾏
時

間
が

短
縮

さ
れ

る
よ

う
配

慮
す

る
。

 

低
減

 

航
空

機
地

上
⾛

⾏
時

間
が

短
縮

さ
れ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

航
空

機
の

運
航

に
伴

う
燃

料
使

⽤
量

が
低

減
し

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
が

低
減

す
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

補
助

動
⼒

装
置

（
A

P
U

）
使

⽤
抑

制
及

び
地

上
動

⼒
施

設
（

G
P

U
）

の
使

⽤
促

進

原
則

す
べ

て
の

タ
ー

ミ
ナ

ル
ビ

ル
固

定
ス

ポ
ッ

ト
に

G
P

U
を

設
置

し
、

A
P

U
の

使
⽤

時
間

等
の

制
限

措
置

を
継

続
す

る
こ

と
で

、
G

P
U

の
使

⽤
を

促
進

す
る

。
ま

た
、

現
在

整
備

さ
れ

て
い

る
G

P
U

の
能

⼒
を

上
回

る
電

⼒
を

必
要

と
す

る
航

空
機

へ
の

対
応

と
し

て
、

G
P

U
の

能
⼒

増
強

を
推

進
す

る
。

G
P

U
の

使
⽤

率
の

⾼
い

航
空

会
社

名
を

公
表

す
る

。

低
減

 
A

P
U

の
使

⽤
抑

制
に

よ
り

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
の

低
減

が
⾒

込
ま

れ
る

。
○

 
な

し
 

N
A

A
 

 

次
世

代
航

空
機

燃
料

導
⼊

に
向

け
た

取
組

み
の

推
進

「
次

世
代

航
空

機
燃

料
の

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

確
⽴

に
向

け
た

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

」
に

基
づ

く
実

⽤
化

を
⽬

指
し

た
取

組
み

の
状

況
を

踏
ま

え
、

次
世

代
航

空
機

燃
料

の
導

⼊
に

向
け

た
検

討
を

継
続

的
に

実
施

す
る

。

低
減

 

次
世

代
航

空
機

燃
料

の
導

⼊
に

よ
っ

て
、

航
空

機
燃

料
か

ら
の

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

が
減

少
す

る
。

 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

  
 



  

－ 11-37 － 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

 
環

境
保

全
措

置
の

 
内

容
 

措
置

の
区

分
 

環
境

保
全

措
置

 
の

効
果

 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

⾶
⾏

場
の

施
設

の
供

⽤
 

低
公

害
⾞

の
導

⼊
促

進
 

空
港

関
連

⾞
両

か
ら

の
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
を

抑
え

る
た

め
、

低
公

害
⾞

（
電

気
、

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

、
プ

ラ
グ

イ
ン

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

、
天

然
ガ

ス
、

燃
料

電
池

、
ク

リ
ー

ン
デ

ィ
ー

ゼ
ル

、
低

燃
費

・
低

排
出

ガ
ス

認
定

⾞
（

ガ
ソ

リ
ン

、
デ

ィ
ー

ゼ
ル

、
L

P
G

））
の

導
⼊

促
進

を
図

る
。

低
減

 
低

公
害

⾞
の

導
⼊

促
進

に
よ

り
、

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

が
低

減
す

る
。

 
○

 
な

し
 

N
A

A
 

 

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

の
促

進
 

急
発

進
や

急
停

⾞
を

し
な

い
、

不
要

な
ア

イ
ド

リ
ン

グ
の

削
減

等
の

「
エ

コ
ド

ラ
イ

ブ
」

に
つ

い
て

、
成

⽥
国

際
空

港
エ

コ
・

エ
ア

ポ
ー

ト
推

進
協

議
会

と
連

携
し

て
空

港
利

⽤
者

へ
の

呼
び

か
け

を
⾏

う
。

ま
た

同
協

議
会

の
会

員
企

業
に

対
し

て
も

同
様

の
配

慮
の

実
施

を
呼

び
か

け
る

。

低
減

 
構

内
道

路
⾞

両
に

由
来

す
る

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

が
低

減
す

る
。

 
○

 
な

し
 

N
A

A
 

 
公

共
交

通
機

関
の

利
⽤

促
進

 

⾶
⾏

場
利

⽤
者

に
対

し
、

電
⾞

、
バ

ス
等

の
公

共
交

通
機

関
の

利
⽤

に
よ

る
来

港
を

、
広

告
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
等

を
通

じ
て

呼
び

か
け

る
。

低
減

 

⾶
⾏

場
を

利
⽤

す
る

⾞
両

台
数

の
削

減
に

よ
り

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
が

低
減

す
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
低

公
害

⾞
向

け
イ

ン
フ

ラ
整

備
の

推
進

に
よ

る
来

港
促

進
 

低
公

害
⾞

に
よ

る
来

港
を

促
進

す
る

た
め

、
低

公
害

⾞
向

け
イ

ン
フ

ラ
（

電
気

⾃
動

⾞
⽤

の
急

速
充

電
器

、
燃

料
電

池
⾃

動
⾞

⽤
の

⽔
素

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

）
の

整
備

を
推

進
す

る
。

低
減

 

低
公

害
⾞

向
け

の
イ

ン
フ

ラ
整

備
に

よ
り

、
低

公
害

⾞
の

導
⼊

が
促

進
さ

れ
、

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

が
低

減
す

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 
 



  

－ 11-38 － 

影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

 
環

境
保

全
措

置
の

 
内

容
 

措
置

の
区

分
 

環
境

保
全

措
置

 
の

効
果

 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

⾶
⾏

場
の

施
設

の
供

⽤
 

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
⼊

促
進

 

太
陽

光
発

電
設

備
及

び
蓄

電
池

を
設

置
し

、
発

電
し

た
電

⼒
の

空
港

内
で

の
使

⽤
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

地
中

熱
の

利
⽤

な
ど

、
太

陽
光

以
外

の
再

⽣
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
つ

い
て

も
活

⽤
を

検
討

す
る

。

低
減

 

再
⽣

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

導
⼊

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

が
減

少
す

る
。

 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

L
E

D
照

明
の

導
⼊

 

旅
客

タ
ー

ミ
ナ

ル
ビ

ル
等

に
お

け
る

設
備

更
新

計
画

に
合

わ
せ

、
L

E
D

を
は

じ
め

と
す

る
⾼

効
率

照
明

の
導

⼊
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

広
告

ボ
ー

ド
や

バ
ッ

ク
ラ

イ
ト

に
お

い
て

も
L

E
D

照
明

の
採

⽤
を

進
め

る
。

低
減

 

L
E

D
照

明
の

導
⼊

を
推

進
す

る
こ

と
で

、
電

⼒
消

費
量

が
抑

制
さ

れ
、

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

が
減

少
す

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

誘
導

路
へ

の
L

E
D

灯
⽕

の
導

⼊
 

誘
導

路
に

お
い

て
航

空
機

の
地

上
⾛

⾏
を

援
助

す
る

航
空

灯
⽕

の
光

源
に

つ
い

て
、

ハ
ロ

ゲ
ン

電
球

か
ら

L
E

D
へ

の
切

り
替

え
を

推
進

す
る

。
 

低
減

 

誘
導

路
へ

の
L

E
D

灯
⽕

の
導

⼊
を

推
進

す
る

こ
と

で
、

電
⼒

消
費

量
が

抑
制

さ
れ

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
が

減
少

す
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

空
調

・
電

⼒
・

熱
源

等
の

効
率

運
⽤

 

旅
客

タ
ー

ミ
ナ

ル
へ

の
B

E
M

S
の

導
⼊

や
「

エ
ネ

ル
ギ

ー
使

⽤
の

合
理

化
等

に
関

す
る

法
律

」
に

基
づ

い
た

対
策

の
実

施
等

に
よ

り
、

空
調

・
電

⼒
・

熱
源

等
の

効
率

運
⽤

を
図

る
。

低
減

 

空
調

・
電

⼒
・

熱
源

の
効

率
運

⽤
を

図
る

こ
と

で
、

燃
料

消
費

量
及

び
電

⼒
消

費
量

が
抑

制
さ

れ
、

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

が
減

少
す

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A
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影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

 
環

境
保

全
措

置
の

 
内

容
 

措
置

の
区

分
 

環
境

保
全

措
置

 
の

効
果

 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

⾶
⾏

場
の

施
設

の
供

⽤
 

低
炭

素
電

源
の

選
択

 

成
⽥

空
港

で
使

⽤
す

る
電

⼒
の

購
⼊

に
あ

た
っ

て
は

、
⼆

酸
化

炭
素

排
出

係
数

の
基

準
値

を
設

定
し

、
そ

れ
を

下
回

る
排

出
係

数
で

あ
る

こ
と

を
発

注
条

件
と

す
る

こ
と

で
、

低
炭

素
電

源
の

選
択

を
⾏

う
。

ま
た

、
使

⽤
す

る
電

⼒
の

⼀
部

を
対

象
に

「
グ

リ
ー

ン
電

⼒
証

書
」

を
購

⼊
し

、
再

⽣
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
普

及
・

拡
⼤

を
⽀

援
す

る
。

低
減

 

低
炭

素
電

源
を

選
択

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
が

減
少

す
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

サ
ー

マ
ル

リ
サ

イ
ク

ル
の

実
施

 

成
⽥

空
港

内
の

施
設

か
ら

発
⽣

す
る

⼀
般

廃
棄

物
の

焼
却

時
に

は
、

焼
却

の
際

に
発

⽣
す

る
廃

熱
を

活
⽤

し
た

サ
ー

マ
ル

リ
サ

イ
ク

ル
（

熱
回

収
）

の
実

施
を

促
進

す
る

。

低
減

 

サ
ー

マ
ル

リ
サ

イ
ク

ル
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

燃
料

消
費

量
が

抑
制

さ
れ

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
が

減
少

す
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

C
G

S
の

段
階

的
な

更
新

 

冷
暖

房
設

備
の

更
新

に
際

し
て

は
、

C
G

S
（

コ
ジ

ェ
ネ

レ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
）

の
導

⼊
に

よ
り

発
電

効
率

・
熱

効
率

の
改

善
を

図
る

。

低
減

 

C
G

S
等

の
⾼

効
率

な
設

備
の

導
⼊

等
に

よ
り

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
が

減
少

す
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

新
築

建
築

物
の

Z
E

B
化

の
検

討
 

新
築

す
る

建
築

物
に

つ
い

て
は

、
⾼

断
熱

化
、

⾃
然

換
気

・
昼

光
利

⽤
等

に
よ

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

消
費

量
の

抑
制

、
⾼

効
率

空
調

・
照

明
等

に
よ

る
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

、
再

⽣
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
利

⽤
等

に
よ

っ
て

Z
E

B
（

ネ
ッ

ト
・

ゼ
ロ

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

・
ビ

ル
）

を
検

討
す

る
。

低
減

 

新
築

建
設

物
の

Z
E

B
化

を
図

る
こ

と
で

、
燃

料
消

費
量

及
び

電
⼒

消
費

量
が

抑
制

さ
れ

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
が

減
少

す
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A
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影
響

要
因

 
環

境
保

全
措

置
の

種
類

 
環

境
保

全
措

置
の

 
内

容
 

措
置

の
区

分
 

環
境

保
全

措
置

 
の

効
果

 

効
果

の
不

確
実

性
の

程
度

 
な

し
＝

○
 

あ
り

＝
×

実
施

に
伴

い
⽣

ず
る

恐
れ

の
あ

る
環

境
へ

の
影

響

実
施

主
体

 

⾶
⾏

場
の

施
設

の
供

⽤
 

既
存

建
築

物
の

省
エ

ネ
改

修
 

旅
客

タ
ー

ミ
ナ

ル
ビ

ル
や

N
A

A
ビ

ル
等

の
既

存
建

築
物

を
対

象
に

、
照

明
や

換
気

設
備

の
更

新
等

に
よ

る
省

エ
ネ

改
修

に
よ

っ
て

エ
ネ

ル
ギ

ー
消

費
量

の
削

減
を

図
る

。

低
減

 

既
存

建
築

物
の

省
エ

ネ
改

修
を

⾏
う

こ
と

で
、

燃
料

消
費

量
及

び
電

⼒
消

費
量

が
抑

制
さ

れ
、

温
室

効
果

ガ
ス

の
排

出
量

が
減

少
す

る
。

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

活
動

の
実

施
 

空
港

関
連

事
業

者
へ

の
ク

ー
ル

ビ
ズ

、
ウ

ォ
ー

ム
ビ

ズ
等

の
実

施
に

よ
る

節
電

啓
発

、
ラ

イ
ト

ア
ッ

プ
照

明
等

を
消

灯
す

る
「

ラ
イ

ト
ダ

ウ
ン

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

」
へ

の
参

加
呼

び
か

け
、

空
港

利
⽤

者
に

対
す

る
「

エ
コ

ド
ラ

イ
ブ

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

」
等

の
省

エ
ネ

ル
ギ

ー
活

動
を

実
施

す
る

。

低
減

 

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

活
動

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
燃

料
消

費
量

及
び

電
⼒

消
費

量
が

抑
制

さ
れ

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
が

減
少

す
る

。
 

○
 

な
し

 
N

A
A

 

 

空
港

カ
ー

ボ
ン

認
証

（
A

ir
po

rt
 

C
ar

bo
n 

A
cc

re
di

ta
ti

on
）

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
活

⽤
 

空
港

カ
ー

ボ
ン

認
証

（
A

ir
po

rt
 

C
ar

bo
n 

A
cc

re
di

ta
tio

n
）

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
活

⽤
し

、
空

港
関

連
事

業
者

と
と

も
に

更
な

る
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
の

削
減

を
進

め
る

。
 

低
減

 

空
港

カ
ー

ボ
ン

認
証

（
A

ir
po

rt
 

C
ar

bo
n 

A
cc

re
di

ta
ti

on
）

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
活

⽤
し

た
取

組
み

を
進

め
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

量
が

減
少

す
る

。

○
 

な
し

 
N

A
A
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具体的な取組み 
⾕津環境の整備・維持管理について 

 (1) 基本⽅針 

 動物、植物、⽣態系の環境保全措置のうち、代償措置として記載した⾕津環境の整備・維持管

理については、以下の基本⽅針により実施する。 

 

① NAA が既に確保している⾕津環境（グリーンポート エコ・アグリパーク、芝⼭⽔辺の⾥、

騒⾳⽤地）及び強⾬時に調整池として活⽤される⾕津環境において、⽣物の⽣息・⽣育の場

としての観点から整備・維持管理を⾏い、加えて伝統的農法の維持管理⼿法を取り⼊れるこ

とにより⾃然環境の質の向上に取り組む。 

② 地域との連携・協働を図り、農業、観光、環境教育といった⾕津環境の利活⽤の視点も取り

⼊れながら、環境保全措置を将来に渡って持続可能な保全活動とする。 

③ 上記については、専⾨家の指導及び助⾔を得ながら進める。 

 

 本事業により消失する⾕津環境と同⾯積の⾕津環境を確保することは困難であるが、限られ

た⼟地の環境を将来に渡って担保するとともに、その質を向上させることで、可能な限り環境

影響を最⼩化する。さらには、成⽥国際空港の取組みとして既に実施している「地域農業再⽣

への協⼒」を推し進め、地域農業の振興を⾏うことで空港周辺の⾕津環境の保全を図る。 

 上記の取組みについては、環境保全措置の実施段階において事後調査を通じて評価を⾏う。

また、評価の結果をもとに適宜対策を⾒直し、必要に応じて追加の対策を講ずる等の順応的管

理アプローチを実施する。 

 

 

写真 11.15.1‐1 整備・維持管理対象の⼀つであるグリーンポート  エコ・アグリパークの⾕津環境
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 (2) 候補地の選定の考え⽅・⽅法 

代償措置として記載した⾕津環境の整備・維持管理を⾏う候補地の選定においては、以下の

視点を考慮した。 

 

 ⽔⽥と斜⾯林からなる、「⾕津環境」としてまとまりを持った空間であること。 

 管理の担保性が確保できる⼟地であること。 

 

現時点における、上記の視点から選定した候補地の位置及び規模は図 11.15.1-1 に⽰すとお

りである。 

なお、これらの候補地は将来的に騒⾳⽤地として得られる⼟地は考慮していない。将来的に

騒⾳⽤地として得られる⼟地を含めた候補地選定のさらなる具体化については、今後専⾨家の

意⾒を取り⼊れつつ進めていくものとする。 

 

 

図 11.15.1‐1 ⾕津環境の整備・維持管理を⾏う候補地の位置図 
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 1) 候補地の現況 

 現時点の⾕津環境の整備・維持管理候補地の現況は以下のとおりである。 

 

表 11.15.1‐1 候補地の⾕津環境の現況(1) 

候補地 環境の現況と課題 現況写真 

グリーンポ
ート エコ 
・アグリパ
ーク(⾕津
景観を活⽤
した⾃然公
園) 

【現況】 
・⽔⽥は 1 枚のみで、⽔⽥跡地にはセイタカ

アワダチソウ群落、ヨシ群落が分布。 
・⽔路は素掘りで落差はな

く、下流で芝⼭⽔辺の⾥
の溜池に流⼊。 

・斜⾯はマダケ、スギ、シ
ラカシ群落が占め、管理
は⼀部のコナラ群落のみ
(下刈り)。 

・アライグマ、ミシシッピアカミミガメ、ウ
シガエル、アメリカザリガニ等の外来種や
コイを確認。 

【課題】 
・単調な湿地環境、⽔辺環境 
・管理放棄された樹林 
・外来種の分布 

芝⼭⽔辺の
⾥(湿地を
活⽤した⾃
然公園) 

【現況】 
・低地は全体的にヨシ群落が占める。 
・上流はヨシ群落内を素掘り⽔路が通り、浅

い池に流⼊する。池より下流は落差を経て
3 ⾯コンクリート排⽔路となる。 

・斜⾯はコナラやマダケ、シラカシ群落等が
占めるが、管理はされていない。 

・アライグマ、ミシシッピアカミミガメ、ウ
シガエル、オオクチバス、アメリカザリガ
ニ等の外来種を確認。 

【課題】 
・単調な湿地環境 
・コンクリート排⽔路と遡上阻害 
・管理放棄された樹林 
・外来種の分布 

騒⾳⽤地 

【現況】 
・低地は⽔⽥が占め、⼀部に放

棄⽔⽥。 
・⾕津奥部を除き、3 ⾯コンク

リート排⽔路が設置。 
・斜⾯はスギ、コナラ、マダケ

群落等が占めるが、管理はさ
れていない。 

・アライグマを確認。 
【課題】 
・コンクリート排⽔路と遡上阻害 
・管理放棄された樹林 
・外来種の分布 
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 (3) ⾕津環境の整備・維持管理⼿法 

上記の基本⽅針に基づき、⾕津環境の整備・維持管理⼿法を以下のとおり設定する。これら

の保全・管理のイメージは 11-46 ページ以降に⽰すとおりである。 

 

表 11.15.1‐2(1) ⾕津環境の整備・維持管理⼿法 

No. 作業項⽬ ⽬標植⽣ 現況 主な作業内容 環境⽬標

① 
落 葉 広 葉
樹 林 の 管
理 

⼤径⽊林 
管 理 放 棄 さ
れ 落 緑 広 葉
樹⼆次林 

・⾼⽊の間伐
・中低⽊の除伐 
・下刈り 
・落ち葉かき 
・不良枝、下枝剪定 
・ツル切り

・サシバ、フクロ
ウ、キビタキ、ウ
ラナミアカシジ
ミ、アカシジミ、
ヤマトタマムシ
等の利⽤ 

・キンラン等の⽣
育 ②  

⼤径⽊林 
（階層構造
化あり） 

管 理 放 棄 さ
れ 落 緑 広 葉
樹⼆次林

・⾼⽊の間伐
・中低⽊の除伐 
・ツル切り

③ 
常 緑 広 葉
樹 林 の 管
理 

⾃然林（林相
転換） 

常 緑 広 葉 樹
⼆次林 

・（密⽣する場合）⾼⽊
や萌芽枝の間伐 

※遷移に任せ、過度に
管理せず

・アオゲラ、フク
ロウ等の利⽤ 

・マヤラン等の⽣
育 

④ ス ギ 群 落
の管理 壮齢林 

管 理 放 棄 さ
れ た ス ギ 植
林 

・⻑伐期施業 
・スギの間伐 
・中低⽊の除伐 

・オオタカ、フク
ロウ等の利⽤ 

・エビネ、クマガ
イソウ等の⽣育

⑤  針広混交林 
管 理 放 棄 さ
れ た ス ギ 植
林 

・複層林施業 
・スギの帯状・群状皆

伐 

・ニホンリス、オ
オタカ、フクロ
ウ、キビタキ等
の利⽤ 

・キンラン等の⽣
育 

⑥ ⽵ 林 の 管
理 健全な⽵林 管 理 放 棄 さ

れた⽵林 

・タケノコ掘り
・間伐 
・落ち葉かき 
・低⽊の除伐 
・拡⼤防除

・クロヤツシロラ
ン等の⽣育 

⑦  
常緑落葉混
交林（林相転
換） 

管 理 放 棄 さ
れた⽵林 

・皆伐 
・落ち葉かき 
・苗⽊植栽 

・ニホンリス、オ
オタカ、フクロ
ウ、キビタキ等
の利⽤ 

・キンラン等の⽣
育 

⑧ 

刈 り 上 げ
場（裾刈り
草地）の再
⽣ 

半⾃然草地 
管 理 放 棄 さ
れた⽵林、サ
サ藪 

・草刈り ・カザグルマ等の
⽣育 
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表 11.15.1‐2(2) ⾕津環境の整備・維持管理⼿法 

No. 作業項⽬ ⽬標植⽣ 現況 主な作業内容 環境⽬標

⑨ 
多 様 な 湿
地 環 境 の
整備 

再⽣⽔⽥、素
掘り⽔路 

放棄⽔⽥、コ
ン ク リ ー ト
⽔路 

・⽔⽥再⽣、耕作 
・冬季湛⽔ 
・草刈り 
・コンクリート⽔路撤

去、素掘り⽔路設置
・⽔路と湿地環境の連

続性確保 
・⽔路の泥あげ 

・イタチ、サシバ、
ミゾゴイ、タマ
シギ、ニホンイ
シガメ、アカハ
ライモリ、シュ
レーゲルアオガ
エル、ニホンア
カガエル、ヘイ
ケボタル、ゲン
ジボタル、ホト
ケドジョウ、ミ
ナミメダカ等の
利⽤ 

・ミクリ、タコノ
アシ、ミズニラ、
サンショウモ、
アブノメ、シソ
クサ等の⽣育

⑩  
湿性の低茎
草地、⾼茎草
地、湿性林 

放棄⽔⽥ ・ヨシ等の刈り取り 
・泥上げ 

・カヤネズミ、サ
シバ、ミゾゴイ、
タマシギ、スゲ
ハムシ、ヘイケ
ボタル等の利⽤

・オノエヤナギ、
ミクリ等の⽣育
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 (4) HSI モデルによる⾕津環境の整備・維持管理の実効性評価の試算 

選定した候補地において⾏う⾕津環境の整備・維持管理の効果を定量的に把握することを⽬

的として、HSI(Habitat Suitability Index：ハビタット※1 適性指数)モデルによる試算を⾏った。

HSI モデルは、野⽣⽣物にとっての「⼟地の価値」を表すモデルで、⼟地⾯積を評価できるこ

とから、環境影響評価における環境保全措置の検討に有⽤とされる⼿法である。HSI モデルに

関する主な⽤語は、表 11.15.1-3 に⽰すとおりである。 
 

表 11.15.1‐3 HSI モデルに関する主な⽤語 

⽤語 意味

SI（Suitability Index) 
ある⽣物のある環境要素との関係を指数(不敵 0〜最適 1)で表現
したもの。

HSI（Habitat Suitability Index) 
複数の SI をもとに、ハビタット※1 別にその適性度合いを指数
(不敵 0〜最適 1)で表現したもの。⼟地ごとの⽣息場所としての
質を表す。

HU（Habitat Unit) ⼩評価区ごとに、その⾯積に HSI を乗じたもの。 
THU（Total Habitat Unit） 評価区域全体の HU の合計値。
 

HSI モデルは解析を実施する地域での⽣育・⽣息に適した種の選定が前提となるが、本試算

ではサシバを対象種として選定した。同種は調査地域に特徴的な⾕津環境における代表的な

上位捕⾷者であり、調査地域の環境を代表するアンブレラ種※2 である。使⽤した HSI モデル

は、既存のモデルである「HSI モデル:サシバ」※3 を基本に、調査で得られた値をもとに⼀部

の SI を検討して図 11.15.1-2 及び式 11.15.1-1 のように設定した。また、解析単位は⾕津の

集⽔域とし、HSI はそれぞれの⾕津(集⽔域)ごとに算出した。解析範囲は、動物・植物・⽣態

系の調査地域及び調査地域に重なる⾕津(集⽔域)の範囲とした。算出⽅法及び結果の詳細は、

参考資料に⽰すとおりである（参考資料 3.2-1〜参考資料 3.2-7 ページ参照）。 
 

 

図 11.15.1‐2 サシバの HSI とその状況を⽰す変数の関係整理※3 
 

式 11.15.1‐1 HSI の算出式※3 

サシバの HSI ൌ ቀ営巣条件のܵܫ ൈ餌場条件のܵܫቁ
ଵ
ଶൗ

ൌ 	ቀሺܵ1ܫ ൈ 2ሻܫܵ
ଵ
ଶൗ ൈ ሺܵ3ܫ ൈ 4ܫܵ ൈ 5ܫܵ ൈ 6ሻܫܵ

ଵ
ସൗ ቁ

ଵ
ଶൗ  

                   
※1 ハ ビ タ ッ ト ：⽣物の⽣育・⽣息場のこと 
※2 アンブレラ種：⽣育に⼤きな⾯積を必要とすることから、その種を保全することで、同様の環境に⽣育する他の

種も保全することができるような⽣物種のこと 
※3 出典：「HSI モデル(⽣息場適性指数モデル：)サシバ」（(社)環境アセスメント協会 2006 年） 

サシバのHSI
（ ハビタ ッ ト 適性指数）

斜面林

水田

営巣条件

エサ場条件

環境要因の状況を示す変数
(ハビタッ ト 変数)

高木針葉樹の有無（ SI1）

斜面林面積（ SI2）

水田耕作面積（ SI3）

谷幅（ SI4）

草丈（ SI5）

水路護岸整備率（ SI6）

生存必須条件カバータイプ
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HSI モデルによる試算は「現況ケース」「事業の実施(無対策ケース)」「事業の実施(環境保全

措置実施ケース)」の 3 つのケースについて⾏った。モデルの試算の際に仮定した環境保全措

置の内容は表 11.15.1-4 に⽰すとおりである。 

サシバを対象とした HSI モデルの算出により得られた、各ケースにおける THU は、表

11.15.1-5 及び図 11.15.1-3 に⽰すとおりである。本試算によると、現況の THU を 100％と

した場合、事業の実施により本地域の THU は現況の約 70％となるが、環境保全措置として

「⾕津環境の整備・維持管理」を⾏うことで、THU は現況の約 80％まで回復することが予測

される。 

以上から、環境保全措置として⾏う⾕津環境の整備・維持管理は、事業により消失するハビ

タットの完全な代償までは⾄らないものの、⼀定程度の効果が⾒込まれることが⽰唆される。 

また、以上の数値は現在の候補地から算出したもので、将来的に騒⾳⽤地として得られる新

たな⾕津環境は加味していない。将来にわたって評価値の更なる向上を⽬指すべく、騒⾳⽤地

として得られた新たな⾕津環境についても順次対象地に追加し、適切に管理していくものと

する。 

 

表 11.15.1‐4 実施を仮定した環境保全措置(⾕津環境の整備・維持管理)の内容 

⾕津環境の整備 
・維持管理の内容 

対応する 
作業項⽬※ 

対策効果が 
対応する SI

詳細 

林相転換 
⽵林の管理 
常緑広葉樹林の
管理 

⾼⽊針葉樹(SI1) 
斜⾯林⾯積(SI2) 

⽵林・低⽊群落等を落葉広葉樹林へ転
換 

耕作放棄地の 
管理・再⽣ 

多様な湿地環境
の整備 

⽔⽥耕作⾯積(SI3) 
草丈(SI5) 

⾕津⾕底部の耕作放棄地を多様な湿地
環境へ転換 

⽔路の素掘り化 
多様な湿地環境
の整備 

⽔路護岸整備率 
(SI6)

コンクリート排⽔路を素掘り⽔路へ転
換

※表 11.15.1-2 における「⾕津環境の整備・維持管理⼿法」の作業項⽬を指す。 
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表 11.15.1‐5 サシバ HSI モデルによる⾕津環境の定量評価結果 

評価値 
現況 

ケース
事業の実施 

(無対策ケース)
事業の実施 

(環境保全措置実施ケース)
THU 818 577 636

 残存環境  818 577 577
 事業による消失分 0 -241 -182
 環境保全措置の効果 0 0 59

増減※ 100% 70% 78%
※現状の THU を 100%とした場合の割合 

 

 

図 11.15.1‐3 サシバ HSI モデルによる⾕津環境の定量評価結果 
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ホトケドジョウの⽣息環境保全について 
 (1) ホトケドジョウの希少性 

 本種の希少性は表 11.15.2-1 に⽰すとおりである。 

 「環境省レッドリスト 2017 の公表について」（以下、

環境省 RDB）、「千葉県レッドデータブック－動物編 

2011 年改訂版」（以下、千葉県 RDB）あるいは周辺都県

のレッドデータブックでは、本種（右写真）はいずれも絶

滅のおそれがある種（絶滅危惧種）に指定されている。千

葉県 RDB では絶滅危惧 II 類に相当するランク C に指定

されており、放置すれば著しい個体数の減少は避けられ

ないと記載されている。 

 

表 11.15.2‐1 各種レッドデータブックにおけるホトケドジョウの位置づけ 

 環境省 千葉県 参考 
カテゴリー RDB RDB 茨城 埼⽟ 東京

絶滅危惧種 絶滅危惧 IA 類（CR）  ○
 絶滅危惧 IB 類（EN） ○ ○ (CR+EN
 絶滅危惧 II 類（VU） ○(C) ○  〜VU）
その他 準絶滅危惧（NT）   
 情報不⾜（DD）   

 

 (2) 絶滅の危機の要因と⽣息状況 

 千葉県 RDB によれば、河川改修、圃場整備、休耕⽥化、⽔質の悪化などにより、本種の⽣息

環境は急速に悪化している場所が多く、減少の程度はかなり早いとある。環境省 RDB では、開

発による湧⽔の消失や⽔⽥周りの⽤⽔路の U 字溝化が主要な減少要因とあり、この他にも農薬

の使⽤量が増加した 1970 年代に消失した⽣息地も多いとある。 

 調査地域の分布概要は図 11.15.2-1 及び表 11.15.2-2 に⽰すとおりである。当地域では、危

機の要因のうち圃場整備と⽔⽥周りの⽤⽔路の U 字溝化が顕著であり、該当する⾕津環境では

個体が確認されない、⼜は確認されても数個体しか確認できないといった状況であった。また、

U 字溝化されていない⾕津奥部でも個体が確認されない場所が散⾒され、全体的に個体群の消

失が進⾏中であることが⽰唆された。このほか、いくつか

の⾕津ではその源流部が空港の存在により既に失われてい

る。このような状況は⾼⾕川を含む栗⼭川流域と分⽔嶺を

挟んだ利根川流域の両⽅で確認した。 

 唯⼀多数の成⿂と当歳⿂が確認された場所は⾼⾕川の源

流部にあたる⾕津環境（右写真）であった。当⾕津は圃場整

備がされておらず、右岸側の素掘り⽔路（承⽔路）を介して

湧⽔を⽤いた⽔⽥耕作が⾏われている。このため本種の⽣

息環境が良好に維持されていると考えられた。なお、⾕津

⽥の⼀部は耕作放棄され、この間の⽔路は⼟砂に埋まるな

どにより流⽔が⽔⽥内に流れ出しており、⽣息環境の縮⼩

写真 11.15.2‐1 ホトケドジョウ

写真 11.15.2‐2 ⾼⾕川 
源流部の⾕津環境
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が⽣じている。また、上記⽔路と幹線⽔路との接続箇所は不連続で、⼤⾬等で流下した個体は

もとの⾕津に戻ることはできない。幹線⽔路や下流の⾼⾕川で確認した多数の個体は本⾕津か

らの流下個体と推測された。 

 

表 11.15.2‐2 ホトケドジョウの分布概要 

流域 調査地域の亜流域 ⽣息状況※

利根川 根⽊名川 荒海川 ×
  取⾹川 ×
  ⽀流 △
  派川根⽊名川 尾⽻根川 ×
栗⼭川 ⾼⾕川 源流部 ◎
  ○
  浅川 △
  その他の⽀流 ×
 多古橋川 △
  ⽀流 △

※ ◎：多数の個体と当歳⿂を確認 
  ○：流下個体と思われる成⿂を多数確認 
  △：数個体が単発で確認されるのみ ×：個体確認なし 

 

 

 (3) 環境保全措置の⽬標 

 以上の調査結果等を踏まえると、対象事業実施区域及びその周辺におけるホトケドジョウの

現状は下記のとおりと考えられる。 

 

・⾼⾕川亜流域に残存する健全な地域個体群は⾼⾕川源流部の 1 つのみである可能性が⾼い 

・隣接する多古橋川亜流域では、少なくとも調査地域には健全な地域個体群はいない 

・利根川流域の各河川の源流部には健全な地域個体群はいない 

 

 事業の実施により⾼⾕川源流部の地域個体群が消失した場合、空港周辺では本種の健全な⽣

息集団は消失し、将来的には⾼⾕川流域からも消失する可能性が⾼い。また、栗⼭川流域全体

で捉えた場合、⼀つの亜流域における個体群の消失は流域全体の絶滅リスクの上昇につながる

おそれがある。⼀⽅でこれを保全した場合には、上記リスクが回避されるほか、将来的に流域

全体の地域個体群の保全あるいは回復を図る際にその供給源の⼀つとして重要な役割を担うこ

とができると考えられる。 

 以上から、ホトケドジョウの環境保全措置の⽬標は下記のとおりとする。 

 

【保全目標】 

・高谷川源流部の地域個体群の存続を図る（影響の回避） 

・高谷川亜流域で他の地域個体群の回復を図る 

・取香川亜流域の地域個体群の回復を図る 

○ 

×

× 

△ 

△ 

× 

× 

△ 

◎ 

△ 

図 11.15.2‐1 調査地域の分布状況



 

－ 11-56 － 

 (4) 回避措置の基本⽅針 

 ⾼⾕川源流部の地域個体群の保全にあたってポイント

となる環境要素は下記の 2 点と考えられる。 

 

・湧⽔量 

・素掘り⽔路（右写真）の通⽔ 

 

 事業の実施においてはこれらに影響が⽣じないよう、今

後の設計や施⼯あるいは維持管理において留意する。 

 

 (5) 地域個体群の回復の⽅法 

 ⾼⾕川本川以外の同亜流域に属する地域個体群及び取⾹川亜流域の地域個体群の回復⽅法は

表 11.15.2-3 に⽰すとおりである。 

 

表 11.15.2‐3 地域個体群の回復の⽅法 

対象 ⽣息地の概況 回復の⽅法 
取⾹川 
亜流域 

 確認した唯⼀の⽣息地は⽀流の上流
部、騒⾳⽤地内の⾕津⽥にある。⻑年の
放棄により調査も困難な⾼茎草地とな
っており、⽣息環境は素掘り⽔路が主で
あるが、管理不⾜である。 
 ⾕津源流部は空港下に埋まっている
が、施⼯当時の保全対策として地下に通
⽔管が設置してあり、流量は⼗分であ
る。 

⽣息地において、環境保全措置に掲げ
た「⾕津環境の整備・維持管理」のうち、
多様な湿地環境の整備を⾏うことで⽣息
環境の修復・復元を⾏い、個体群の回復、
個体数の増加を図る。 

⾼⾕川 
亜流域 

 改変を受ける⾼⾕川本川以外では、⽀
流である浅川で個体が確認されている。
しかし、地点は散在し個体数も 1〜2 個
体と少ない。確認環境はいずれも 3 ⾯コ
ンクリートの幹線⽔路である。いずれも
流下個体である可能性があるが、上流に
主要な⽣息地は⾒つかっていない。 
 確認地点が⽣息地である場合、個体群
規模が⼩さく、不安定な状態と考えられ
る。 

浅川上流部にあるグリーンポート エ
コ・アグリパークと芝⼭⽔辺の⾥におい
て、環境保全措置に掲げた「⾕津環境の整
備・維持管理」を⾏うことで⽣息環境の修
復・復元を⾏う。 
 復元だけでは個体の⾃然進⼊・定着は
期待できないことから、改変を受ける⾼
⾕川本川の流下個体を移設し定着させる
ことで、個体群の回復を図る。同⼀亜流域
内の移動ではあるが、遺伝的な攪乱には
⼗分に留意する。

 

  

写真 11.15.2‐3 素掘り⽔路 
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現況  将来

図 11.15.2‐2 地域個体群の回復のイメージ 
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地域個体群の観点からの保全⽬標 
 (1) オオタカ 

 1) 地域個体群の状況 

 調査地域では延べ 25 の営巣地を確認した。しかし、すべての営巣地で同時に繁殖が確認され

ることはなく、各年で繁殖を確認したのは 11〜16 営巣地、4 ヵ年の平均では 14 営巣地であ

り、調査地域では毎年オオタカ雌雄 20〜30 個体程度が繁殖を⾏っていると考えられる。 

 これらの繁殖個体を地域個体群として捉えた場合、その繁殖成績は図 11.15.3-1 及び表

11.15.3-1 に⽰すとおりである。 

 繁殖成功し無事にヒナが巣⽴つ営巣地の割合は 60〜75%であり、毎年 50%は超えている。し

かし、繁殖に成功した巣の 1 巣当たりの巣⽴ちヒナ数は 1.3〜1.4 ⽻であり、他事例（2 ⽻前後）

に⽐較して少ない。また、繁殖全巣を分⺟とした場合、1 巣あたりのヒナ数は 0.9〜1.0 ⽻であ

り、仮に調査地域で約 30 個体が繁殖したとして、無事に巣⽴つヒナは 15 ⽻程度となる。 
 

 出典：猛禽類保護の進め⽅（改訂版）

調査地域 他事例 

図 11.15.3‐1 地域個体群の繁殖成績 

 

表 11.15.3‐1 調査地域のオオタカの繁殖成績の概要 

項⽬ 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 4 ヵ年平均
繁殖数 14 11 15 16 14.0 
成功率 71% 73% 60% 75% 70%
巣⽴ちヒナ数合計 14 11 13 16 13.3 
巣⽴ちヒナ数（繁殖成功巣あたり） 1.4 1.4 1.4 1.3 1.4 
巣⽴ちヒナ数（繁殖巣あたり） 1.0 1.0 0.9 1.0 0.9 

 

 2) 影響を受ける営巣地の状況 

 予測の結果、事業により営巣林が消失するなど影響を受ける 4 つの営巣地（分布は隣接して

いる）の繁殖成績は図 11.15.3-2 及び表 11.15.3-2 に⽰すとおりである。 

 各年の繁殖数は 3 つであり、4 つすべてが同時に営巣したことはない。繁殖成功率は 33〜

67%、平均では 50%となり、全体あるいは残存するその他の営巣地に⽐較して低い。 

 繁殖に成功した巣の 1 巣当たりの巣⽴ちヒナ数は 1.0〜2.0 ⽻、4 ヵ年の平均では 1.4 ⽻であ

り、この値は全体あるいは残存するその他の営巣地と同程度である。しかし、繁殖全巣を分⺟

とした場合の 1 巣あたりのヒナ数は 0.3〜1.0 ⽻、４ヵ年平均で 0.7 ⽻であり、全体あるいは残
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存するその他の営巣地に⽐較して低い。 

 以上から、影響を受ける営巣地は現況において繁殖成績が周囲に⽐較して悪く、⼀⽅の残存

するその他の営巣地は⽐較的良い状況にある。 
 

影響を受ける営巣地 参考）残存するその他の営巣地 

図 11.15.3‐2 影響を受ける営巣地の繁殖成績 

 

表 11.15.3‐2 影響を受ける営巣地の繁殖成績の概要（No.6、7、9、20） 

項⽬ 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 4 ヵ年平均
繁殖数 3 3 3 3 3.0 
成功率 33% 67% 33% 67% 50%
巣⽴ちヒナ数合計 2 3 1 2 2.0 
巣⽴ちヒナ数（繁殖成功巣あたり） 2.0 1.5 1.0 1.0 1.4 
巣⽴ちヒナ数（繁殖巣あたり） 0.7 1.0 0.3 0.7 0.7 

 

表 11.15.3‐3 （参考）残存する営巣地の繁殖成績の概要 

項⽬ 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 4 ヵ年平均
繁殖数 11 8 12 13 11.0 
成功率 82% 75% 67% 77% 75%
巣⽴ちヒナ数合計 12 8 12 14 11.5 
巣⽴ちヒナ数（繁殖成功巣あたり） 1.3 1.3 1.5 1.4 1.4 
巣⽴ちヒナ数（繁殖巣あたり） 1.1 1.0 1.0 1.1 1.0 

 

 3) 環境保全措置の⽬標 

 以上の影響を受ける営巣地の繁殖成績と地域個体群における位置づけに鑑みて、オオタカの

環境保全措置の⽬標は下記のとおりとする。これらの⽬標達成のため、各種の環境保全措置に

おいてオオタカの営巣環境の創出や改善に取組むほか、試⾏的に採餌環境の創出・改善にも取

組むこととする。 

 

【保全目標】 

・残存する営巣地の繁殖成績の低下を招かない 

    （必要に応じて繁殖成績向上の取組みも検討する） 

・影響を受ける営巣地については、それと同程度の繁殖成績を代替営巣地で

維持する  
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 4) ⼈⼯代替巣設置のための適地選定の⽅針（オオタカ） 

環境保全措置である⼈⼯代替巣の設置、および営巣適地林の選定にあたっては、事前に机上

解析および現地調査による適地選定を⾏った上で実⾏する。適地選定の⽅針は、図 11.15.3-3 に

⽰すとおりである。なお、適地選定の実施にあたっては、専⾨家の意⾒を取り⼊れつつ⾏うも

のとするものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11.15.3‐3 オオタカ⼈⼯代替巣設置のための適地選定の⽅針（案） 

 

 

※資料：「オオタカ⼈⼯代替巣設置に関する⼿引き」、(財)道路環境研究所、2006 年  

 

⼟地利⽤・植⽣に基づいた抽出
抽出の視点(案) 
 既存資料※や現在の営巣地の⾼利⽤域内の植⽣構造等を参考に、

GIS(地理情報システム)等を⽤いて、好適環境を広域的に抽出する 
 

実効性の観点からの抽出
抽出の視点(案) 
 現在の営巣地の巣間距離等の情報を参考に、残存する営巣

地、および対象事業実施区域と⼗分な離隔がある場所を抽
出する 

架巣候補地の選定 

机 

上 

解 

析 

現
地
調
査 

現地調査による営巣適地林・適⽊の抽出 
調査⽅針(案) 
 机上解析で選定した架巣候補地における樹種、樹⾼、枝下⾼、胸⾼直径

等を調査し、好適な架巣環境を持つ営巣適地林・適⽊を抽出する 

妥
当
性
の
検
証 

妥当性の検証(机上解析)
妥当性の検証⽅針(案) 
 現地調査の結果をもとに選定した営巣適地林・適⽊について、営巣を仮

定した⾏動圏解析を⾏い、以下の視点から候補⽊を絞り込む 
 他営巣地の⾏動圏・⾼利⽤域の減少の程度が少ない 
 繁殖に⼗分な餌資源量が確保できる 

架巣適地・適⽊の決定 
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 (2) サシバ 

 1) 地域個体群の状況 

 調査地域では延べ 55 の営巣地を確認した。最も多くの繁殖を確認したのは 2016 年の 42 営

巣地であり、当年は調査地域で少なくともサシバ雌雄 84 個体が繁殖を⾏ったと考えられる。 

 これらの繁殖個体を地域個体群として捉えた場合、その繁殖成績は図 11.15.3-4 及び表

11.15.3-4 に⽰すとおりである。 

 2015 年を除き、繁殖成功し無事にヒナが巣⽴つ営巣地の割合は 58〜69%であり、50%は超

えている。しかし、繁殖に成功した巣の 1 巣当たりの巣⽴ちヒナ数は 1.5〜1.7 ⽻であり、他事

例（2.0〜2.8 ⽻）に⽐較して少ない。また、繁殖全巣を分⺟とした場合、1 巣あたりのヒナ数

は 1.0〜1.２⽻であり、これも他事例に⽐較して少ない。 

 

※ 2015 年は⽋測 出典：サシバ保護の進め⽅

調査地域 他事例 

図 11.15.3‐4 地域個体群の繁殖成績 
 

表 11.15.3‐4 調査地域のサシバの繁殖成績の概要 

項⽬ 2014 年 2016 年 2017 年 3 ヵ年平均
繁殖数 24 42 32 32.7 
成功率 58% 67% 69% 65%
巣⽴ちヒナ数合計 23 42 37 39.5 
巣⽴ちヒナ数（繁殖成功巣あたり） 1.6 1.5 1.7 1.6 
巣⽴ちヒナ数（繁殖巣あたり） 1.0 1.0 1.2 1.2 

※ 2015 年はサシバの繁殖成否の確認を⾏っていない。 

 

 2) 影響を受ける営巣地の状況 

 予測の結果、事業により営巣林が消失するなど影響を受ける 8 つの営巣地（古巣の確認に留

まった営巣地 No.74 と 75 を除く）の繁殖成績は図 11.15.3-5 及び表 11.15.3-5 に⽰すとおり

である。 

 繁殖成功率は 40〜67%、3 ヵ年の平均では 52%であり、全体あるいは残存するその他の営巣

地に⽐較して低い。繁殖に成功した巣の 1 巣当たりの巣⽴ちヒナ数は 1.0〜2.0 ⽻、3 ヵ年の平

均では 1.5 ⽻であり、この値は全体あるいは残存するその他の営巣地と同程度である。しかし、

繁殖全巣を分⺟とした場合の 1 巣あたりのヒナ数は 0.5〜1.3 ⽻、3 ヵ年平均で 0.7 ⽻であり、
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全体あるいは残存するその他の営巣地に⽐較して低い。 

 以上から、オオタカと同様に、影響を受ける営巣地は現況において繁殖成績が周囲に⽐較し

て悪く、⼀⽅の残存するその他の営巣地は⽐較的良い状況にある。 

 

 
注）2015 年は⽋測

 

注）2015 年は⽋測

影響を受ける営巣地 参考）残存するその他の営巣地 

図 11.15.3‐5 影響を受ける営巣地の繁殖成績 

 

表 11.15.3‐5 影響を受ける営巣地の繁殖成績の概要（No.19、25、42、47、61、62、66、69） 

項⽬ 2014 年 2016 年 2017 年 3 ヵ年平均
繁殖数 3 8 5 5.3 
成功率 67% 50% 40% 52%
巣⽴ちヒナ数合計 4 4 3 3.7 
巣⽴ちヒナ数（繁殖成功巣あたり） 2.0 1.0 1.5 1.5 
巣⽴ちヒナ数（繁殖巣あたり） 1.3 0.5 0.6 0.7 

※1 2015 年はサシバの繁殖成否の確認を⾏っていない。 
※2 古巣の確認に留まった営巣地 No.74 と 75 は集計からは除いた。 

 

表 11.15.3‐6 （参考）残存する営巣地の繁殖成績の概要 

項⽬ 2014 年 2016 年 2017 年 3 ヵ年平均
繁殖数 21 34 27 30.5 
成功率 57% 71% 74% 72%
巣⽴ちヒナ数合計 19 38 34 36.0 
巣⽴ちヒナ数（繁殖成功巣あたり） 1.6 1.6 1.7 1.6 
巣⽴ちヒナ数（繁殖巣あたり） 0.9 1.1 1.3 1.2 

※1 2015 年はサシバの繁殖成否の確認を⾏っていない。 
※2 古巣の確認に留まった営巣地 No.50 と 76 は集計からは除いた。 
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 3) 環境保全措置の⽬標 

 以上の影響を受ける営巣地の繁殖成績と地域個体群における位置づけに鑑みて、サシバの環

境保全措置の保全⽬標は下記のとおりとする。これらの⽬標達成のため、各種の環境保全措置

においてサシバの採餌環境の創出・改善に取組むこととする。 
 

【保全目標】 

・残存する営巣地の繁殖成績の低下を招かない 

    （必要に応じて繁殖成績向上の取組みも検討する） 

・影響を受ける営巣地については、それと同程度の繁殖成績を代替営巣地で

維持する 
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 4) ⼈⼯代替巣設置のための適地選定の⽅針（サシバ） 

環境保全措置である⼈⼯代替巣の設置、および営巣適地林の選定にあたっては、事前に机上

解析および現地調査による適地選定を⾏った上で実⾏する。適地選定の⽅針は、図 11.15.3-6 に

⽰すとおりである。なお、適地選定の実施にあたっては、専⾨家の意⾒を取り⼊れつつ⾏うも

のとするものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11.15.3‐6 サシバ⼈⼯代替巣設置のための適地選定の⽅針（案） 

 

※資料：「HSI モデル(⽣息場適性指数モデル)：サシバ」、(社)環境アセスメント協会、2006 年  

 

⾕津環境の抽出
抽出の視点(案) 
 既存資料や現地調査結果を参考に、GIS(地理情報システム)等を⽤

いて、⾕津環境を広域的に抽出する 
 

サシバの⽣息適性の観点からの評価・抽出 
抽出の視点(案) 
 抽出した⾕津環境について、既存資料※や現地調査結果を

参考に、⽔⽥⾯積・斜⾯林⾯積・⾕幅・⽔路護岸率、残存
する他営巣地との位置関係などから、サシバの⽣息適性を
評価し、好適な⾕津環境を抽出する 

机 
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析 

架巣候補地(⾕津環境)の選定 

現
地
調
査 

現地調査による営巣適地林・適⽊の抽出 
調査⽅針(案) 
 机上解析で選定した架巣候補地における樹種、樹⾼、枝下⾼、胸⾼直径

等を調査し、好適な架巣環境を持つ営巣適地林・適⽊を抽出する 

妥
当
性
の
検
証 

妥当性の検証(机上解析)
妥当性の検証⽅針(案) 
 現地調査の結果をもとに選定した営巣適地林・適⽊について、営巣を仮

定した⾏動圏解析を⾏い、以下の視点から候補⽊を絞り込む 
 他営巣地の⾼利⽤域の減少の程度が少ない 
 繁殖に⼗分な餌資源量が確保できる 

 

架巣適地・適⽊の決定 



 

－ 11-65 － 

 

 (3) ニホンイシガメ 

 1) 地域個体群の状況 

 千葉県 RDB によれば、千葉県北部の河川や湖沼では、本種はご
くまれに捕獲される程度とある。調査地域の南側が属する栗⼭川
流域における本種の主要な地域個体群の分布状況は、専⾨家ヒア
リングを踏まえると右図の⾚枠に⽰すとおりであり、栗⼭川の⽀
流である借当川と⾼⾕川の 2 つの地域に限られる。これらは太平
洋側における本種の分布北限域とされている。 
 

 2) 絶滅の危機の要因と⽣息状況 

 千葉県 RDB では、本種は絶滅危惧 IA 類に相当するラ

ンク A に指定されており、放置すれば近々にも千葉県から絶滅、あるいはそれに近い状態にな

るおそれがあると記載されている。その要因は、護岸をコンクリートで固める河川改修により、

本種の越冬に適した淵や、流れでえぐれてオーバーハングした岸辺が失われ、越冬個体群を激

減させたこととある。また、外来種として定着したアライグマによる捕⾷圧の増加も指摘され

ている。さらにはクサガメとの交雑の問題注）も⽣じている。 

 調査地域の⾼⾕川はコンクリート護岸の河川である

が、傾斜型護岸が採⽤されている箇所（右写真）では⼀部

⼟砂の堆積により岸辺に植⽣がみられ、本種はこの区間

に⽣息している。同区間ではクサガメも確認しており、捕

獲数はクサガメの⽅が明らかに多い。なお、⽣息区間から

上流に遡ると⾼⾕川は U 字型のコンクリート⽔路とな

り、この区間ではカメ類は確認されていない。また、哺乳

類調査では多数のアライグマの痕跡を確認しており、調

査地域全域に定着している。 

 以上から、⾼⾕川流域の地域個体群は危機の要因に直

⾯していると考えられ、事業影響に伴う代償措置を⾏う際にはこれらの要因への対策も考慮す

る必要がある。 

 3) 環境保全措置の⽬標 

 以上の影響を受ける地域個体群の位置づけと⽣息の現状に鑑みて、ニホンイシガメの環境保

全措置の⽬標は下記のとおりとする。 

 

【保全目標】 

・当該地域個体群を存続させること 

（個体数の安定、生息地の分散・拡大・定着、捕食や交雑による絶滅リスクの回避） 

 

                                               
注）⼋⽊幸⼀・松岡耕⼆・佐々⽊啓⼦（2015）千葉県栗⼭川流域で発⾒されたニホンイシガメとクサガメの交雑種 千葉科学⼤学

紀要 8 p.85-89 

出典：千葉県の保護上重要な野⽣⽣物 

図 11.15.3‐7 県内の分布状況 

写真 11.15.3‐1 傾斜型護岸箇所 
（⾼⾕川）
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 (4) アカハライモリ 

 1) 地域個体群の状況 

 千葉県 RDB によれば、右図に⽰すとおり、本種は北総地域

のほとんどから姿を消しており、お互いに孤⽴した⽣息地が

数箇所散在するだけとある。現地調査では、特に⾼⾕川亜流域

においてこの傾向がみられ、確認した⽣息地は 2 箇所のみ、

互いに孤⽴した状況にあることを確認した。また、流域別にみ

ると同じ栗⼭川流域に属する多古橋川亜流域では 5 箇所で⽣

息を確認したものの、利根川流域で確認したのは尾⽻根川亜

流域の 1 箇所のみであった。 

 以上から、確認した⽣息地は散在する北総地域の地域個体

群を維持する上で重要な位置を占めていると考えられる。 
 

表 11.15.3‐7 アカハライモリの分布概要 

流域 調査地域の亜流域 ⽣息状況
利根川 根⽊名川 荒海川 0 箇所
 取⾹川 0 箇所
 派川根⽊名川 尾⽻根川 1 箇所
栗⼭川 ⾼⾕川 2 箇所
 多古橋川 5 箇所

 

 2) 絶滅の危機の要因 

 千葉県 RDB では、本種は絶滅危惧 IA 類に相当するランク A に指定されており、放置すれば

近々にも千葉県から絶滅、あるいはそれに近い状態になるおそれがあると記載されている。本

種の個体数の減少要因はいまだに明らかにされていないものの、⽔⽥の近代化が⼤規模に進め

られる 1980 年代以前でも多くの⽔⽥から姿を消している地域が多いため、農薬による被害が

想定されるとある。 
 

 3) 環境保全措置の⽬標 

 以上の地域個体群の位置づけ等に鑑みて、アカハライモリの環境保全措置の⽬標は下記のと

おりとする。 
 

【保全目標】 

・当該地域個体群を存続させること 

（個体数の安定、生息地の分散・拡大・定着による絶滅リスクの回避） 

出典：千葉県の保護上重要な野⽣⽣物 

図 11.15.3‐8 県内の分布状況 
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 (5) ヌリトラノオ 

 1) 地域個体群の状況と重要性 

 千葉県 RDB によれば、右図の⻩⾊点に⽰すとおり、本種

が確認されているのは佐倉市の 1 地点のみである。現地調査

で確認した芝⼭町の⽣育地点（15 株/右図⾚枠内）は県内 2

例⽬と考えられる。2 地点の⽣育個体の関連性は不明である

が、本種が県内分布を維持していくためには各々の個体群の

存在が重要な位置を占めると考えられる。 

 このような希少性を背景に、千葉県 RDB では本種は絶滅

危惧 IA 類に相当するランク A に指定されている。なお、本

種の分布北限は茨城県である。 
 

 2) ⽣育状況 

 確認環境は右岸斜⾯から⾕底までがスギ植林に覆われた⼩

⾕津の⾕頭部（右写真）であり、空中湿度が⾼かった。類似環

境は調査地域では他に確認されていない。個体は⾕頭に⽣えた

スギの根元に着⽣しており、本種の移植はその環境の選択と移

植作業の両⾯から困難であると考えられる。なお、⾕津の左岸

斜⾯は⼀⾯がモウソウチク群落となっている。 
 

 3) 環境保全措置の基本⽅針 

 以上の個体群の位置づけや代償措置の効果の不確実性に鑑

みて、本種に対しては事業影響の低減を図るものとする。影

響の低減にあたってポイントとなる環境要素は下記の 2 点と

考えられる。 

 

・⽣育地の微気象の維持 

・モウソウチクの侵⼊の防除 

 

 事業の実施においてはこれらに影響が⽣じないよう、今後

の設計や施⼯あるいは維持管理において留意する。 

写真 11.15.3‐2 ヌリトラノオ 

写真 11.15.3‐3 ⽣育地のスギ群落 

出典：千葉県の保護上重要な野⽣⽣物 

図 11.15.3‐9 県内の分布状況
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